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1.はじめに

LJ然斗壌に燃する森林 i 壌で l士，その生成および務'[1jj%[fζ 及ぼす潔境諸国子の影響の解明;ふもっとも

i左京的な烈犯の aつであろう c 筆者1.1)はさ主主 に褐色森林土，乾性およびjぬí�il¥j '[Jt ，J~ トゾjレに属する各務土壌

去何:j'} ~ごは p ヰとしてr!!l Jt:. および気俊民JESI子にもとづく環境諮問子の影響と viì返しvc，府組の形態粍および

'七予約;Þt'0J: (ζ ーだのゑUlIJ!lーのある制退が見られること， ~"l;\色土壌に Jii'!'寸る各議土壌型の腐植の形態(:;t 2 つ

のグノレー しうるが，いずれも 13!lの土壌とはいちじるしえ奨な 17F さら

め難いこと需品を線 tJ::; した

その後， γては大政， ，廷烏

7ゾ0)の ii;ru:.ポドゾノレの前記が行なわれた。その他，その後0)潟三f研究の巡渓 lとともなって，新たにう〉溜 L

の問泌点が提起ぢれて"、るいくつかの!:壌が存在する ο

わがP~Iの森林 i二壌の T!i; lli:{(J)形態に関する研究としては， 上述の筆者の rfH，;'のほかには i今 iJl仰の北海道の

森駄のi注総lお守-tJ) [_\((f:刊の東北地方のヒパ材、土壌の!潟総，朝日引の京大北海道泌~N:-jÿドにおける森材、土壌の

J叫ん熊 111 ら前)の t-_j沼地 )jの各被森林土擦りj潟械， ~雪見ら部)の J込色土l議および褐ß森林土の腐;h立について

の報?今があるに過ぎない c 今までに従業されている それぞ、れの包的l乙応じた特徴をイ:

す之、が，分析万j去が異なれば得られた結果もいちじるしい十{1違を示す場合も少なくないのしたがって I

述の諸Lえの市~f泉から，わが1mの各積森林土壌の腐摘の)[:;1;さについて ， _....~j&引内fよ匁 I 見を総合することはかな

りの泌総をともなろと Hえよう r、

また含 l 述のように，わ 2J'f;Ðごi均五および詰Itt'jニポドソツν

を合めでまだかなりの部分がク)?l'.=.i口コまま淡されている。 さらに，お悩:tT-Y T~ フェン土についてはp 泌総の

形 'fl~(刀法J~'誌がkが怠業関係の研究考によって論じられているが].)制)32)42)~~44) f 森林 i二壌についても各種::t.壌

も今後口コ窓裂な課題の、つであろう。

築授はとえbの諸問題lと対処グるために， まず pedologkal なで[)JS ~こーなって，森林土壌の騎織のn~t訟を検

討するのにもっともふ 3わしい万jとを椛SLすることそ目的として，今までに探索されている各様の分析えJ

ì1; o)比絞検討を行なったっ

この報告では，乙れらの検討結米とそれにもとづいた新し 「ζ報告する。

2. 分析方法一撃者の探索する方法

う程一汗が災体 i干壌の腐慌のjf;'l~O)分好)jiムとして，新たにNii祭ずるのは以下に述べるプ01とである。

との):T i去を採用するために行なった各殺の方法の検討結架は，次の 4 ~.13でi:ßべるとともに，筆者の考

えゴj 在、l4tζ総括しておいた。

2..1. ~話機の各 iraetion の区分について

!内総の，土;嬢LIJ の担tyJ物との給会状態の*El iおとよる!x分，および名 fractio立の名紘;ますYむRIN 法自)13>4 1)

lこ準じた。廿なわち，

1) f-la (ブ Jレ汁ぞ陵 1 a) :土壊から銭?jt1.投機般によって主11 l:[: lj される fracüon。遊脅íi状態のフルボ駿

液化Lの物的。いわゆる罰金口I渋滋悩。

ペ この線合ではお績の][6擦とは聡桜、日〉組成および腐絡んとくにF毒液険ーの光;'JWJt'!ーままのおj専を意味する。
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J令jlむ卸jtl':}巴 己\ 1 公ヰ~ \υ?'幻勺守上l:i勺j) ~- 17 叩

2) Fract�n 1 : ;土i設からn'!tf;'お NaOH iキ JトJ て抽出される i止J校ìH~ (tャ1)およびブ〆L ぷ([，--1) 0 

波書詰または)férJ::r俊 #iK:~l~の Ri). とがhでした fraction (:: )5>えられι てし s る。し、わゆる殺

3) Fract�JJ_ 2 ;脱 C品後の一l:.~撲から稲 NaOH よuごょっと納fi11511 忍!凶 Wll絞 (hγ おおよびブ Jレ jy般

(H)" Ca L ;~j (l-した i泌総。

-1) Fract:ìon:J;.1 議:長終処:DJH友綿子~aOH 幻とよゥ -C1'f!) よu される泌総絞 (h おおよびブ jレポ、阪

(f3)" ;二淡の鋭;1'[4句 おそらく主U~主 jjiSf);~ (!) RI)3 ←と í;iíilJ'おこが;会しで 14 、る fractiol1と考えられてし、

るつ R20Z '/位絡がし

2 --2. と嬢から[念緩 O.lNN以)H溶液によって検出される綴機 (f副知および I'rad:íon J) の分析

2 2-L 民総の hl:1 U:l, 

料l立総i となノギ建物滋を:b_1 :j十しじ 1 mnn:cf:lIiUIJ後{!I:試する， rlrごい?れ滋沿も同総であるわ

あらかじ K2Cr207 よ_"，て求めたがt料の Carhon 、~l.:-<"" もとづし、じ Carbon 約 200

ITl.g ;5':たなよう;とぞ 200 m! :二ブ予スコにj"[iI[又しノヲ に訓裂した O.1 N NaCほ1 溶液 Hわ 1111 そ )JII

大-，統校してときどみ子てき法ノう L" 30GC !i: 24 つ。

説明 2N Na 2S04 ょ;伐 251nl ;九 8 ， 000 :rpm (6 ，ヲOOG) で 10'-15 )う;ぷ J心 _)}-~t& 1./ ~切だ沈1m:

バミ (J)(?i復ノ <

i:t 1) jrll il1きれる般の少ないそ tl ，たとえば多〈のでh互の FJ!"i;L ， 刀、1'c ::l:淡 i々 では♂料vr. J[\(怒および的 Ihì後訴

さ iぃ!じ ~j~ij h でi計Jjrrr-る。

it 2) 料 rうれ乙lJYj誌が多くなるとj栄作がやりにくくなるので， ;f'f'Jλt誌はお11!M校 100ml 渋たり 20 立ま~.~.:とする o

Carboロ 1%以 i、の試料計立:め(lmg 1'= ，;主しない，

3) !tJ$，VIの之の起き繁を匂炎げるので必に了ると 2 が ~::n ましし、り :30'C 松波/ν だのは災ふげんゴょを考践し

すこ fこめである。

J 五 4) 添加後の NS2S04 の泌氏は約 3% (2. 忠男.，) ，こ利ろする。きれめてノ台数/刊であったが‘ J3tづJi草d午でj主切な

お尽ífrlJ!ll液 ;ò:q守られなし 4誌な たとえばよ" t':\ 七九:;: --~ま， 2N NazS04 主波 GOml 会1)[1え， 12, OO()~15 ， OiJOrpm (1:'i , 5GO 

~~24~OOOG) .1日分J21心;r}l~1tを f:J: 主主ぺだっ

2N Na万S01 総液Lt l こはがが千尚寸るととがあるのヴ 30"'C /.こ告とめて Tるつ 出 '-11;0) Na2S0，奈川いても_L;~

し、。

2 2 2. ];1;;'111'γ伐の分 ~j1r;_

ーしュ:主(乃11:% ，f(~:l 118 '.\_1) 液 f J: <2iえをピ，ーカーにとり， 1/100 訴の H2SO， 'をえ l'1:tí: t手後 1 D1:iil山スト、ゴペノ孜

iげす心。!潟布鮫ノ'y-" Jレり〉泌総の形成 i& ， 法{，分兵jtlノ 1.<仔 j保 (7 )ν ぷ峨液〉そ.J;とてるつよど!;JE(潟奴ゲ pレ〕

は 1 : 100 (容鼠) 112S01 よ;司力U;; ヲ 総-t'i' i主月;心jfi雑 L ， ..1づヤてるハ このようす~ ?氾かをよ夜刀行、!(色

!となぷ言:: .~.:; f-_-[ だっ
、"- -、，、ー l …山

ィ主 1) Í'L股(潟結後ゲ，[ぺ i立 iT.WJ! しやずいのでしな波を捻γ るとは:ょの}--::，_(t) �1-'-'i :Ì~t'Q (が紙 5A) L"C , ~:手数L-f_: 

'(1;股があわ (Jifil以する必裂があと) 0 会心分報i 全 hiJ~わずにがj@iHf' しても!込いがタトに時l'りがかかる ωで，r，'h\' Iま渓

心づ士書1，や彼し pにつ

伐の 洗浄 iと脱イオンぷ司会Jf]し、なかゥ/こ l)\ふ ヌlfでは郎総機ゲノレの筏めが It~められf:: }こ ~Ö である。

1 : 100 H2S04 i)\;;手?を行fよっても，次の O-lN NaOH 奴殺を}目いと jお1住ゲ 2レそr#先立するには ~i_z:ni~~J ないれ

i1=. 3) J討 tji~H駿ゲソレのLt: !!\Qがきわめて夕、ない滋合ないしは絞慌がおそい丸;ゐには 1 佼;次する。 ζ のような例;主夫

わぬて /þなかっ fニ。

2-2-3. 別立政汝ω膨:光!えの告

日\;ì争そ終オ~; -コ fこ!出品ùi'íれ Jりま O司 lN NaOIま N{~{えそ Iflいて 100m! (少ないよ詰合[よ 50ml) tJ)メスフラス

コ， j 1 1ご iぢ併し，ど、'ftr~と応じて O‘ lN NaOH 行なお支え三ìTl いて稀釈し、 分光ぅ!( !rrJ-l寸~: rHv'ì て j皮Di: 900. -2bO mf.1 

について i投光度グふれ~::応行なう
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測定波長l玄関0~-<:i40 mμ(近赤外および T引~;rii~) ば冬 25 IllV ごと， 340~~250 U11' (紫外??のは各 10mμ

ど J士、さらにA吸収tri?の出現の予:怨される 625"~600m!" [ま各 5mμ ごとおよ L酔ß 590, 560, 460 mv) とする。

とれらの結果を設示するために

ひ 11え光曲線

2) ぞ~~ftJ係数「または色!史上り: 4 log K1 出 log K側一log 玄関。および A log K2 ~= log Ka50 -log KS50, 

K棚， K6ÙO, KS5D および K8加は 400， 600, 650 および 850mμ における政光係数 (Li log K1 は弘法棋大~~

}j~31) ;jおよび然的法加の LI ]og K1 と同じ)0 ;完絞殺溶液の吸収スペクト Jレの波長特に文Jする{吹きをノ]ミす。

3) キIJ女if:1，!変 :RC 誌がu吸溶液口í) Carbon J主選怯をj日いで C 10ûmg!l の淡E之の的液lご換tjí: した総統

機応淡の 600mμ における政光係数 K600 与を用いて示す )1:誌記11校単位 Carbon 主L7ちたりの色の濃さを示す

ものである。

�:'l: 1) 泌総自主ゲソレ lま O.lN NaOH 溶液lζ溶解後放(認すると i及光度;ま減少するので， "{容解後 2 時間以九 lと誤j定する。

注 2) 紫外慌の測定校長城を 250mμ にとどめたのは，築者の使服した分)\';)\':I芝:11 の性能に制約されたためでs さ

らに短波長滅まで広大するととがii'Lましい。

i:t 3) 下在宅見および紫外部の測定波j'JJd立方'2 8:1.1. 9) および大字]3 1) ~とよった。 li生の汲収需の予緑色れる校長l主主~r:rj20)-

22) 24) -27) の Pg 主主腐植陵によるものである oPg 裂腐縦託金は議者の現夜までの給ーヨミではポドゾJレ O.).~合部および少数19'J
ではあるが褐色森林 uとも IH~見ずるロ

tl: 4) 新鮮な滋;葉では 400mμ 付近;ζ隔の]玄い吸収殺が認められる総合があるひ とのような咳7合には必*に応じて

;]1:];t三波長を地 1JII"9"る必至芸がある。

Ü,5) 色泌係数を 2 つ選んだの iふ 角投に 600~625mp H0T:そ坊にして，縦波長側と長j波長仰iで吸収スペクト.1[/

の波長戦 V:対する傾きが主主イじする場合が多いからであるの

2-2←ふ よび潟村円安時fi: i伐の Carbon

よ :こびJ Jr立叶:

汗沼jいて「中iド3取和1 し' 滋!絞:ド絞;江主 iヒ二で 7紫筏ヲ発詰:乾吃殴凶i 後 K2ぷ正C注r2〆oゐ7 両懐宅イ化ヒ滴j定とわ渋~lÚ)引〉 で Carbon のt定主長最主哲千?行ない P もとの:士:擦の

Carbon 含有数に対する宍;で表示するむ

~'.~i口、の mÉLJ訟は次の方法で計算する。

認植険仁;乱rbon =, (lト1)

綴持li'.Bi伝 Carbon ー (h-l) = (f-1a) + (f-l) 

後述 (2-4) で求めた (Ha) をさしひいて (Hi ぞ算出する u

2~3司 N Na2SO.j 溶液で育Íj処E塁(駁 Ca) 1表。.1N NaOH 溶液で始技i される腐植 (f-la → F閥抗10"11

1 十 1?ractio:n :2)の分析

2-一3一ぺ1 俳 :溺lif引5討i椴式の恰[

2》山 2 と!向口可j 様;にこ F秤F攻しし.1，たι 「試J式;料;にと NN註匂2ぢ04 ì渋存液 l叩OOml を力か加;口1 え' 同様 lこ 30 0C で 2H寺 i1D t自社i ずる。 議日

8， OOûrpm で 5 "J 10 分よゐら分離し J秀l見なと滋放を i与 Z30 これは N Na2S0壬溶液'Ûおま Carbon の定議lと

用いる。

沈殿(土壌)は N Na2S04 溶液を Îlf]えて撹持役 30 分放i習し， ふたたび述心分泌して L澄波与を捨てるり

とのような沈iìJ'l-会!二汲液の Ca イオン反応が消火するまで行なう c 洗浄終了後 O.lN NaOH 溶液 100ml

オ二郎いて沈殿をもとのフラスコ!と畏い 1ヰ?索令して 22 と同械に一夜抽出を、行なう n

唱がj ， 2 2-1 と\.，]様 lど 2N Na2:う04 i~~液 25m! を加えてi安心分離し， ttrw，H土 O.4N Na2S0会梼液をかlえ

て撹J'lぺ炎法心分 :1~it "9- る「 このような洗浄を， 抽出淡および洗浄液の合;震が 250ml ，と速するまで〉 数[ill 1-1-

なって際航行ti 没者三得る。



殺の)潟市l訟ザ iF~j'-9 る Wfyt 斉51ï長「伊J FU) 19 

訟の N Na2S0委誌;.{えによる h見じa のための討しrÞ.:立 pR および Ca MQ恭一とくに，ぬ~， ìÙ~十本土綴 (pR ふ o 'j]iJ:f:kl 

Ca 釣lrr1主主)EECH i:1;1とよる一両 50% 以りでは， 10 立ないしそれJ;:': :-を'F、 JJとするが，そのfj1，ω どd:_t 4 .-..-5 

!Jj でナラ:伊であコよれ。とのよ下、は)I! IJ および久馬1むのが J恥とほぼい;械であっ r:.。

合t 2) 仏 1M NaOH i火淡て交の O.4N Na2S04 ;定紋による争Lt -:::ftAj' ct 501n! çぅ;ιl-\i~、が一'Irìj (1¥ 

および洗浄j訟の ô':U1i: が 250ml;と i'色するまでに p 応急 J:議以外はすべT!/!~だとなった。出色 !J議の湯川立なおわずかに

活 1とうしていたが 250ml ず打ち切った。

2<1-2. :印柿:阪の分説 J.!k光佼のみJJ:Jiおよび名 fraιtion の Carbon (i)j，í二法

符械tllJ出 j伐についてのこオレらくつ i栄 f幻まち !J )(誌の 22 cDJhj ，三三二IriJ 滋にねなうハ

N Na2Sn，主11IIH夜合 100m! ::三戸}プラス?にと，)ヲ;>;;)J-l":{ょでぷしたが、 K2じ (20γ!後日消

CarOOIlを定所、し少 u議 Carhon 念公主主ピ対ずる%で表示する J

ハ

路 fr!'I 1ii;' Carbon (h日 1) + (h 2) 

:'jf~ ~C せとめ t: イh-l) ベE3 し im' て (h…2) ミ~: ->子、める

(:hll 泌槌 Carbon) (N Na2SO.1 万三淡いHiふじ品rb凸日) ....• (悶じarbon) (11a) ト(ふ 1) 十 (f-2)

允?と;求めた(f .la) (f1) ,:" LJ'!i いて (f-...2) i:' >fとめ

注1.) TYCR1N ~去 41) では N r匂2504 矢口[lif; c正rbon を f '1a と消の fractîon ，J〆じて 7及っているが，

(Ha) の…部とじご絞った。しかし，この.l去については明り<'.うな絞ぬはないゥ

?主 :fj 長?時特誇主の光~~f:!'fj tt~}T (立(lト 1) 十 (h…;;~.1の滋冷iおとして扱うせ

~，%í L， 

2-4、 N H2S04 前処玉泉後 (Jlは C.a および R/)s) O.lN Na� ;容液で撒「乃される苦言絡の分析 (:1' 1a, 

Fmctioll 1 十骨、ractioll 2 十 i匂action 3 の念雪量〉

2-2 ，':附j議 lこ H'Ifえした試古小lこ N l�2S04 100 ml 加

".10 分i玄心分子iましぎねられた主主切なと渋波ゃ f..121 定訟にJ1J し、

沈殿(1)哀)は 2<3 と i'~1J tlit t ご， O. 4N Na2So.，似て/年 irl いて， c;.イf刊誌:が，litH~\!となる i、で ~)\:!Nr: iili>L;~~小

~~:.: \り返す。

洗浄終了後， 。.LN N品OHì主主li左 100ml を iH i，、 て?

伎の操作はすべて 2....3 と r~;j ，Hfkであるリ

, 
W、

、r
ノブコミコ もど{ノ'-の )1111[.\;;;:' i 1 なっ。

N IlzSO" :Jillih放 ~i-).ぷ iILぅê 100 tτ11 ::::::.j(j ラスコにとり芳 ぞの N NaOH 1詳在記号f: iJ li えて l"j '，1~! .j Lノ， iタノf

JNJ マ蒸発紘以後 K2Cr20'1 [:校!ヒj尚人、で CarlコOllυh、じ tft;~子い， じ乱rbOll f~;'fftd:(，C. 7j寸る%でぶ

小する。

}{lZ;yjli_fのま1ln;>2は f欠の，lTtJ命で;J! ¥¥' \1ふ。

N H2S04 (ノarbon C~ (f-la) 

rl\1i!U全 Carb口n ，~ (11 1) + (h 2) ト (h:3)

;どにオkめた (h切り、十 (h-2ì 与をさし~] i いて Ch ..3) 与、;求めと

Jﾜi !!j潟*1[ Cax bon- 潟お佼 Caxbol) ," (f… 1) 十 (f~ 2) + (:f-:J) 

rê~と求めナこ (f日1) 十 (f 2) 去、 l下し ;j l いて、 f-;りを>R (:..:;, ~S './ 

� 1) 
�J:; 2) 

N IhSO;i主\iil後0) 仏 4N Na2Sひ; i;';，iXによるおbfj3i立 5 /-y G LÜ.1おなえ I-f十分であるの

潟綴鮫溶液の3医学的性質;ま (h... l) + (}1-2) (11-3) のIffi{;物として伝う。

2町 5晶 そ の 官主

1) '1、Y日R!N校長1) では níJt~}J慾後の O. lN NaOH 依で täl ~B L， j二主主活 iと， O.02N N品。H 渋jかた !Jli ス -C 1 r 
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余 FL《 iil!?l
Kinsh�an 

王 iit;
Otaki 

伊 I次 dJ判〉
Mt. lbuk� 

沖Nf\制)
it' f;>1.3J. 

Oklnawa 

林業試験滋研究報告第 248 号

Table 1.分 tfr 試料

Analysed sample 

Remarks: 勺 Type of soil is 1IS fol1ows: 
B!D : Moderately moist black 80i1. 

(BI)n: Moderately rn�st blaむk soil (Degraded type) 町

民に Moderately moist brown forest 80� 

B口(d)~BA : Intermed�te lype between BD(d). and BA-80il. 

(On dry basis) 

l 温 2

O. 6 
O. 3 

0.2 

母材
Par巴nt material 

Lìmestone 乱nd
(Vok. ash) 

Quartz 
porphyry 

Basalt 

04Volc.ash aEld 
peat 

Limestone 

一一
Limestone 

BD(d) : Bo soil that has well developed granular or uutty structure in A horizou. 

BA : Dry brown forest soH (Steep slope type). 

BB : Dry brown f侔est soil (Gentle slope type) 

Rn : Dry red 50�!. 

dRD(d) : dRD so匀 that ha5 well deve!oped granular or nutty structure 1n A hor�佖. 

dRD : l\在oderately moist dark red soil ‘ 

Pw(i). 1 ; Wεt podzol (Iron type). 
Pw(h)ω]江: Wet slighty podzolic soil (Hum\路 type) ，

場2 Mt. lbllk� : It尽 type of soil is not yet determined. lt may be rendsina-like soil. 

球 3 Okinawa p. 82 : Its data are cited fr伹 T. KUROTORI and T. KOjlMA'S unpublished data by their 

courtesy. 



グれL1J玄の絡わ[f::ご認する{缶、究 ;XjJ 母、(河川)
3
4

ふ
っ
u

2 í冷 !'i'，j !j正 \~~ï 後， N乱2304 i存 t成長加えて )Jj.~心分 iìllt. l_ ，このような h\::Ffl，/'t- J 法被カ~N~ ちになるまで 1 .な J

てし、るつIi IUおよ二久5513〉 6 r.  20 :"!の泌 ;!f吋必望!?とるこ;いう

ノIIおもり. lN NaOH !1';iè足で約 n-;l した王立ltiについて O.lN Nao.H. 出を汗弘、てコ人 Jこ

が， お秘 i た~j~0) tR間一I では 10 ü>lの、もなおかなり ωポ色が泌められ Tこ r、 このよへなゴど:了 1肖のお

fractlon のうで令な灼 Jij そィ?なう iこは多くの 11刊誌と労 jJ)を裂する ωで，ノ、いおば G‘ 4N Na2SO生出液 lce よ q 渋

/J'i^ tRJ討した。く亡の場合、 1((立浪;djの 5 および 11 でノi~ ゾたように :;G余地にH~べると 80 ~90労の!な山本

にとど立るが，名ト í1~~ の持jliぷ)1l',1t;: (とはとくに:~しっかえないであろうと lþ:-'lí' は巧でしおっ

し-}~~.t;. って， J:;'1~の jfU~~é.; 予 残内(がけU)) O. lN Nao.H ドえによる引1:1 CD r1\~ fC ~ たに rh おれ

るととがぷ?えられたので， 与 fractíon J.) IV，次 h i! !\'1，コれiêl lJ υ 1;，、か行

2) わがi認のj 撲は 'I!fぷく: .Fract卲n I う寸しずいるの A古川:j-)設のおj f? も liiJ様である、J 以 t- {こえ三すよ

勺 ;ζ( 自およ 9 喜多fJD ， Frac�i) 2 が後よしどいら場合も凡られたがp これらは:Hi ù、知IHζ 立ヲるといえ

、n

炉、

ノニド /"  

楽器U: pH および Ca íil~;Fi dムーがとえ iこ ïn'J(; ~ :i:�} {:~以外 iむ 'Fra~~ t.ioτ1 2 の分析は不必!廷であ p勺うと考え ~r

いる。少の~l:gJ{行士 N H2Sﾜ; l'jíj 主/1JIJ1. ~( よって F‘ ract\on 2 + Fraction 3 0)イえべっ弘めれば 1 うJ'(、あろう υ

3‘{共試土壌

あill除決しイニ t設は Table 1 りとおりである r

c 才L らの 1::J;ff~ :/コ 3主説n;士 2 械ふ'~ i交に i色Jくる了、氾でiÌ) ;S ウ

4. O.lN NaOH 溶液 21時間 3í} 'C 抽出における寝話機の形態{こ及{ます

土壌 (jaγhOl1量と抽出j夜襲上との影響

4.L El的

j(~ +� U) tll! n:\ ピ l\t~して，二i玄 rll (/) )1i~ 主主<:;;ヂr.i:まと JI;] 1'; i伎誌との i潟係について予 O.IN NaOH 炎症 )j] い七五え

じっ民(ì'， ~rYUR!N 法11) でば:土決 5 、 r 10 g ;(~'Ì して CIN NaOH 皮 2001HZ ;;1~: JH い r~ONOMAREVA

活抑制〉では O. lN NaOI.i 1創出: 200 ml 'とよ十して u長は肉，tl:[Û) 合向況がによって科、次1廷を:犬めているよr~~

Carbon 号令、不をふttNヘにして桝ぷ)>ti'S と~ j� 1:1 ¥ .1' t~S 本はがJ 700 倍以 iえ J1L了:される、

1tl t''!.はまず O.lN N旦OH 記 24 liJiiiil 30"C J:II ,'1\ J.)，Iなにを お11!'! ，釈のね iさが純計μ吋係法Jζf立 lまヂ彰務

/←枚，;十t ること;とし丈

4-" 分析カ法

Hl( í'，倍 ~，*Z~ま試料。) Cal'bol1 Hy.cξ !.Ík ?i，.たにして élOO， 500 および 1 ， 000 去とした o Jr'l: I'r主主;訟は 100ml 占し，

Carbo口約::;:30， 200 および 100mg になるように試料を粁取した。その{自の操作はすべて 2すと問機にね

.:-"品
/ふザフ J旬、〉

4寸断 結果および議議

午ヰ~~J二i慈のよ1之 NtlJ吋 4 AZ~とて〉し、寸:心不土 Table 2 iご司王ヂとおじ'1 -c あっf._:つ

いずれの滋í~) も 300ぐ 500 話 1 ， 000 (訟の去に純絞 (h-1) およびブ Jレボ般 (H品 γf 1) C)j!liliH訟はわ

ずかずつ.ttrlフにしたが， 500 およ[} 1 ， 0001会ではほとんど総JさがJ~J られなかっ 7こ。
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τ'abl位 2. O.lN NaOH j容液 24 時潤 300C 抽出における潟植の克己主!むと及ぼすこと主義 Carbon

EZ: と :flli ß\ 淡盤jおの影響

The effect of rate of soi1 organlc carbon amount to 巴xtractant vo!ume 

on humus forrn in O. lN NaOH extract for 24 hrs at 300C of some soils 

L 70 
1. 69 

試N料aTm名y{efpづoeor鼻fi主oz義fos?an?szJoI-liRpi 守l色{51: ヤト;駿 CI液c(蚤g 
So匀 org. C(g)! 

Extractant 
(ml) 

新 Jjs 300 
Nilmi P17 i 500 2ふ 3 15.5 I 41 会 8

BlD, A1 [ : lOOO 26.4 15.6 I 42.0 
目白一-一一・一日一一一一一ー・a

小ら百元i rLi : 300 17. ~ ! 

plTなu但lPE131yF2m3p，3Aa1 1 500 17.3 14 ラ 4 I 31, 7 
i : 1000 17.3 14.5 I 31 巴 8

一一一一一一一一一一一一

4計予 J戸E ill 300 
Kinsﾌl�an 500 1:1.8 17.1 I 30.9 
dRu(王!)， A 1 : 10α〕 L'3.8 17. 1 I 30凶 9

j;&~ì. ,: 300 15‘ 9 I 24嗣 2 1 40.1 
。taki Pl i: 500 1 己。 l 24.5 40.6 

Pw (i)-I ，A茸 1 : ¥000 16. 1 24.6 ! 40, 7 
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Z主) * Jお槌lW2. ブ Jレボ酸および計の C:[止はもとの土131手w機態 C I，ζ対する%で示した。
米米 C九/Cf i ま腐京直 F俊一c; プノレボ惚-c

Remarks ; Humus composition. 
* Carbon of humus f1'呂ctions 﨎 expre8sed as % of total soil organic carbon. 
脚 C/jCj: humic acid-c1lrbon/iu!vic acid'carbon 

cμCf Iと示される J!;~植の紅、成， 6 log K t, d log Kz および Rf ìと 5f~される

いずれの抽出倍率においても相巡が認められなかった。

筆者は以1:の結架から，その後の!潟絞孔Htr夜の Carbon の定量，

オL，拙 iii倍牛(fiOO íきを採j討するととにした。

5. O.lN NaOl王溶液によるくり還し抽出について

5-1.問的

2-5 で述べたように1 ltrí] 主主到後 O.lN NaOH r#液で治 t:U した残淡を， O.02N N乱OH 溶液そ用いて鋭包

になるまで洗浄する TYUR1N 法41l{ま，多くの H寺市j と労力を要することが難点であろう。

禁容?は!ÌÎj!>>1班長行なった場合には O.4N Na2S04 持淡による洗浄を潟 tf~\ 箆t姿。時 lN NaOH 溶液で抽出

を行なった場合は洗浄を谷町長した。 したがって， 袋持'の場合 iこは各 fraction の抽出率については多少の

問題が残されていた c

この点を切らかにするために， 土壌を O糟 lN NaOH 俗液を脱いでくりかえし抽出を行ない， 最初およ

びす\2[1司自の抽出の比絞安行なうことにした。なお芳子~ H2S04 :灸の 11

で述べることにした。

5-2. 分析方法

2すと同様に土壌そl直後 O.lN NaOH 溶液与をmいで主Ij(\j し，主主澄そ 2 3 および 2-4 と同様 v: O.4N 

Na~S04 玉液そ用いてお:lIHl および洗浄液の今最が 250ml iこ迷するまでおÍ[:i{r九を行なったむ
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;rs 1 \'\1 イ IU)議1よ二1:.壌の胸中W[vl対する研究

íi，j 紋;こ 1:~H 2 [I::i[ 1] (ノ)�iﾍ� 11'1 〆主-i1 なつ次にこの主主jえを O.lN NaOH i三トえそパい 1てもとのフラスエ!ともどし P

ずこ σ との i設f?の与;とは O. 4N Na2S04~0. lN NaOH 滋{>~夜号t'rn い

2 2 と向 llf ，と込怖の組fi).;お J、び般のうど、j': j1'_I悦況の{ÞZ+]]および第 2 !Zì! 阪の)肉結論 th~1'立について，

点 f 千ナf ..-.1.".. 
ρん: ~ "'-" • _' 1'_ 。

主長結5山3轟

守、able 3 および Fi必 1 ツjミヰとおりでぬっ会務 i 壊の表N1U二および下 J訟 i二 10 瓜 l、γ〉いての結取(ふ

Jト.
J 切。

21"1 H の î\Ìi t'l:\ の場合(3: O.4N Na2S0rO. lN NaOH 波はいす児れもj;f司 Eちに t.\. ゥていたので i Hi;;-tWJ�) 

idid'，は完全に iJ 1:S われたものと:考えられるの

J 予 ilij如

Y む}~'、"う 9 で/示すように Fractbn 2 のとくに多いち日 IJI pn-P3..ーとく!と B1 ではぬい 'f[l~(;;t. jJ-~ したがp

は lヤaction 2 の 'iW; ;ò~ O. 4N Na2S(ゐ液による凶行í"(

ヨ\ 2 [偰 Q) JIII!J¥ i;(;. 段主IJ ジコ似iJ\と i七絞、;

の H!!II())j療に溶解気 21i;j

地 {:drÑ'械は約 10し 1:: :.ためではないかと挽iこされに。そのイtl，の Fraçtìon 2 ;{;: ほとんど合まない

、 20免;} )'1向村{燃は約 15'，，2り あが妓ÎjJOコJ1li 出の l~X~と主主t召したものとIiUど谷才した。

r乱ble cl_ O. lN NaOH i持法 l 夜 30つじ引くり返しがI!U そfj な

The hurnus fo:rm iγl repeated O.lN NaOH extracts for overn�ht at 300C of some so�!s 

新党
Niimi P17 

BTo 
0.95A 
0.974 

。.280
0.298 

心.610

0./02 

0.83ヲ
0.61 己

B 

海 1I1
F ukuyam麒 
jJn<P3 Bo 

0, 66:3 
0 ‘ 679 九一1

。‘ 289
0 ‘ 328 

()oJ43 
()， 3凸2

O. も73

0.643 

0.785 
(人 680

O. 己o?

o 吃 616

0.586 
0闘 607

。略 716

o‘ ï40 

口. -1ヲ 4
ハにハつ
"'.、~'V 匂

36.6 
6‘ 4 

、. " 
.，今eφ

A に
日 ν

'J: ー:
tノ

じ A
、?ν1ヒ

B1 

二本
K託wamoto P6 

BD 
A1 

。‘ 540

0守 444

4002 
7.4 

t1. 2 
6. 5 

lEL ~1+-8 ‘ 6 
4 可 5

1l .1'+13,; 
3a3 

16.4 
3.2 

{:U 
。t社l王i Pl 
Pw(i)-l 

斗
J

0.2 
2.3 

/n *羽((の各フラクシ 8 / Q) Carhol1 1:1.:t 機会有機 Carbon {C対する形で jZ した。
Remarks : Carbol1 of hu.mns fraetions 﨎 expreSB吋 as % of t01al soil organic carhon. 
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円 n j ゚  

/γ 〆

:rJJi 
Fig.l ぺ 1) O.lNNaOH 溶液 1 夜 30"C でくり必

し抽出を行なった場合の Na-humate 決液
の駁JIばスペクトノレ(1:詩'S1[日出UJL II: 
第 2 邸主fl !l\， Na寸lum呂te 溶液の滋皮はi還
笈換算した〉
The absorption spectra of Na.humate 
solution (humic acid) 絜 repeated O. lN 
NaOH extract for overnight at 300C of 
some soils (1 :First 日xtract ， II. : Second 
extract, Concentrations of Na-humate 
号olutìon are arbitrari1y chosen) 弓

策 248 ーな

Ohtaki 

PIA, 
PW( 日 I

Tbid 
& 

縦横隊i谷被の光学的役伎について2 第 2 U;U 闘の tlh:1.\ ;J:最初!J)t!ili l!と比べるこ， .d .log KJ, .d log K2 およ

び Rfi立青5(とはかなり近{らした債を示した坊や?も見られたが， 金紋約にはかなりのお3滋を示した 1見合が

多かった。その彬主主もZt.::U裳ごとにそれぞれ異なった傾向を示い 一定日0ftlí向は比られなかった。

後述 (11) の N H2S04 fìíJ処斑[灸， O.lN NaOH 的被のくりかえし抽出を行なった場合もやはり向様の

京ii1長が待られたが， との五ilま K側ONOVA15九熊 í:Fl鵠〉および不: H]S) らが指摘するよう iこ， 絡h在宅 hetero な

~iù皮の五分 f主化合物の集合体;と考えれば， ζれを干~~nえしている名 fraction のアノレカリ ;ζ対する i終解E乞

および腐植機溶液の光学的性i~がそれぞれかなりのf.U主主告示すこと iとよると考えるととができょう。

筆者は O.lN NaOH ふたたび仏 lN NaOH 溶液でくりかえし抽出ないし洗浄を行なう

ことは，多くの時間と労力を主主するために採用しなかった。最初の始rJ\で， くりかえしf!lIIUによる完全納

fii の 80~~90%の潟総がJÙ1W されるので，各二i二議相互の比較にはとくに支障はないと湾えられたからであ

る。しかしきそのj又Tlii ;\<r fractiou の逐次flH出の採用も断念せざるを得なかった。



税約 L認定(iコギ j，W! すく，(\ff究明 1 、'ì%t (対日n --25 ~ 

6。 おthanol-h君nzol 抽出の欝植の形態におよほらす影響

(う -1 陶 g 約

]"Y!.lRlN ìl;41lおよび PυNOMAREVA J.K2)3れでは y 試料の ethanol-benzol ;j¥¥1 'i'，そ fj(;: )で bítumen (巴th仕

llol -bCl1z01 した後， O. lN NaOH ìÚ液な iHいておuれを行なつでいるむ ~rYURIN~n鴨川引に

よれば 5 タι】灯、Jß) bltumen 7,2 ;};{)'Jふ/れとはp この奴作をさ?るとたj 「 fて給r咲を与えるこいう KONONOVA

ら 16)8ü) l，まこの操作!i: 1tjl'略レごいるが， このよ弘行 1!話機続← i 筏では1'-1a がj句人‘するが，制波紋およフフ Jレぷ

険にははよんど影響しな l 、っし， !p lAiぷたちのポj 徴!}{j')玄では ζ の操作，~手議 11Ôできないとしてし\る、

久行主 Eぅthanol..benzo] lli1 tl¥ ら/)) ~:ζ オる 7ニぬ:じ ピベの，L うなL七十立な

っ T二。

6-2町分析方法

各ρl; 1'、;いずれも常設ど;t;ゾァタスレ F れ fi li'j '~i-~:lá:' 似し、て子 ~jl-tì U!I 械が]if十みになる.ご 12 、 2411を 1m ethanol明

ben zol i"ílii ['，与を行なった。 池山性ji 主 80"C で乾燥し， ぷめた了[c 'f設.'}: 0.72 治.1 5);11)して Carbo設設をJi$:{:j-_j し

匂，.，
j 、_0

1'fll ,:B /~~:終-， 行.t^く t;J、げて 10 U 以しJfi\乾山 ethanol-bellzol の iH役後その- !ti� 7,2 JIJ いて務

ば[の?手H~O)~:;}析を-)t: �) 

ethanol白benzol 抽出および!H :flili!'，の試料そ HJ し )'c， O. lN NaOH i俗I生による子jli :Li，および N H2SO i i�j lZ1j, 

烈後 O， lN NaO日液:ζ よる ÝII]/n を 2 なお Ci: び 24 止 !ii]椋;と行お J た〈

巴thanolωbenzol 11111討を fj-fJ: ハ fこえ入手 i の路島i'iの品目 uu土 i!tHi1j ，'hのぷ*q ''jたりにしでふした

か 3. 結果および論議

日thanol.bcn20] TíJ l#i~1 合ノfcl'見容の;凡な芯会 ;fc~L):Pi 8λ.r;({~ 汗j し 1 土手)-1!Ï'先 T呂ble.4 iとノj亡すとおりであ「

>,",_ ，、

r~{ 1. 1.1 pn-.--P8 i\i~ :'}.: {'主 P r.[ .B および以守f Pl 1'(1 0)い :h ゆる私!;引い L.iJ~\'てYcfi，ずる土討をで;J.， ethanol 

benzol 可t# Carbon [;;-夜~4~qi 2. 少.，6. 百%であ円た これらの u誕の:会Jr{1l:fitlt f'主およびこhブ，レボ絞り )1又設

は， eぱt11a1101えlト-b忠11zo1 1始ä出11川川山iはげ尚:B詰1jIけ;にご よ "、 ど《ぞ，才れL ぞ才れ一1川!

スべ夕 、、リJレV ， .J log K王1 ，多 j 10g K自 ヰお:よよ、ひび、 1渓U(はま lほ迂と λんJ ど 1約t税;目litξ喜カがミ 5はj前ら tれL1，な4 力か〉つた O

vr見 P17 Ah )1:本 P4(拘-A ， 泊、陀ケ!京 Pし'\1> Eitih Pl H-A q;;(ま)~~'機の多いいわゆる f行機1'1'::1:.擦に

泌する IIし それらの己thanolも巴nz01 長'{ Caxb()口今ポネは新民 P17 Al の 5.3あふた!徐えと 10. 6-v 17. 2% 

に iÊ し，いるじるいく jFかつにつこれら よ tjh jきブ Jレボ般の )1又認は ethano1.bcnzol れJi

日 HCよ(て，それぞれがj10形土)..1二び 3 、 1396 の減，J:7CCノIぺ/f二 J 潟総険液(J) 数以スベクトノレ， J log Kl 

および J log K2 はおりような宇治;'Q;;r.~ノト(~なかったが， Rf がかなりの犠たそ?れい ζのl?c.でり主のJ拡、

壌の場子?とり1 ;)ょっな符iJJょがJL られた

子百条 P14A.mは l)\l1糸約穏を子?な ::1 壌勺あるが， その ethanol勾bon201 rrJ椛 Carbon 合術本は 11.9% iζ 

したむ eth昌nül-benzol 的引の影t!日れまト~)chのいわゆる有機校、土壌の場合との同様の傾向カ;Jil，られたが，

/に Jr%J tp!îì 愛 ICZ æ:の ij~ ::l;.-t，まがJ 20形こi主し Rf のjダ1Jえもさらにけん>-)ょであったハ

長般的な傾向として ('J.~ e削thaお!10北l-b紛口20.1メH引拍11白I!付t治Hに乙よる収 5愛まジの) í低ヱ

夕外ト{は立ふ3 三企:it~'潟L足2柿昨絞主4の〉ノみU7品カがtづヨ全弘'7)ルレぷボ」般より』け7 八ん〆 1ち主九4ζ てでAあつ fた二ハ また， .f-la fこx，1 ずる影懲:、;， ::述のnドおよ
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試料名・土壌 J}\I
Name of sample 
Type of 8011 

Table 4. 踊 1R[[Ø j-B慾 lこ及iます Ethanol-benzol

The effect ()f ethanol-benzol extr札ctwu

ぷ[ の 主任 Ji.九 Humus 

フルボf俊

11. 1 

t主〉 ホ !寓著作子フ予クションの Carbon は土壌'}-有機 Curbon ，亡対する%でノjミ Lずこの Hemarks ゾ Carbon of 

び::::E滝の HA 以外1j: J[JZ.還の低→ Fはわずかであったっ

だLLの ~}t:泉 iま， ethanol七日nz01 J1ìld" はりお秘の形態の分析γ一対して多くの問題点が合~ -~f れていることをノト

すものといえよう υ

1、YURJN 法および PONOMARE日

zabl巴 carbon の定最も含めて， 式会主義 Cfl())有機物を紡i く区分 LJC ， その全体の疫を殺事Hiこ把握し得る手!jl~

があるととが認められるつしかし Jニ述のおな栄;こノJ' されるように.，色thanol-benzol によって的出される物

ロウ， ，)mB旨!l')iだけではなく s これらの物質 2 は性質がいちじるしく異なると考えられる腐杭般

およびブノレボ畿の一部も含まれることは問題であろう。さらに，いわゆる有機質土壌および繭糸網を含む

土壌では， 瀦格際 fraction I� Iこ含まれる， おそらく銀色ないし淡色で色調の ifiiでは腐紅i殺とかなり性質

が異なるであろうと思われる物袋がp 日thanol命benzol 検出によって熔出されることが般;とされる。

腐械の形態の分析1ζ際して臼thanol-benzol 千!llll\をとり入れるかち;かは， 腐格段およびブノレボ般に3せす

る考え方一定義の;方法ーによっ T，自ら決定される問題であろう υJ:..tftrjJの稀アルカリ可溶怒について，

唆によるとt絞却を腐 M[~Ø}'，赤沈殿泌をブ jレボ酸とするか9 または玄ず ethanol-benzoI fこ対する1h'解説を

;ij~視して， 思thanol愉benzol 百7作物 u二i遣の符九万による泌総隊およびブ Jレボ殴の_.-部も会合;寸[，.る)を除

rüJ機 lと艇がi酸およびアノレボ綴を区分するかiふ

べき ]'L.yJ滋であろう"

よってU~定される

筆者は上述の1持者の見Jtiiょに立って 2 一般fl'なな病被の形態の分析の場合には ethanol-benzol 治的主任後路

する乙と?としナこ。
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“

約 U': の影響

011 the humus form of SOIヨe soUS 

huml1S fractiol1s ls expressed as % of tota1 soil. organic CarbOll. 

7. 際機の橋アルカ 1) 抽出における議度の影響

7.1. fJ的

'f1!i NaOH 溶液による路指立の十[IHJjの場 f?? には ， jJn熱摘 rHないし おおぢI{li が fTなわれているの 5{M阿部〉ヲ

小坂。 y二磁9)1.7'， TyU引が円 PONOMAREVA2 )含むらはι4漏出 [11i を唱 8PR!NG'8R3tD37) i 弘法，， )<~}~Bl) ， l.ì転 Ln 19 l， ~I 

者のfj守がumのJt11告は加熱Jm/!'，を用いている【、

」の1苅干可1汀刊?h約[1山I[日f出i日1?法土 lは;立t それれJムぞFれ手利lリi フ完警J正:十件f県i交ぞ必Lむ担一(J'

とも予包iされる C したがって， 'Kíi;認は!肉料!の形態;と及 lます 11111下:f!t ln~ 0う影響J安明よ〉か!とするために，次のよ

うは検討を行なったハ

子 2. 分析方法

分析ブj法Lt 30"C 約出のなイ'ì(土 2 2 と lFJi設に1)なったっ

JJn熱交\jtlj と同様に， Carbûn 約 330mg 安会主?仁うに正式料品[.200ml 三三Jli 7 

ヨス =1 1;と秤攻し ， 100ml の 0.536 NaOH i:tiil;~を加え，冷却管:子つけて務除勧煎!:.-þlで 1 [j)j I!;j !il i 主主し p 汝冷

?を債投して 3()OC Iこ 1 波放践し，ミ!!JUl HOoC 3il[1日の場合と出織にj主役の操作ィしfTÇ." た u

i}) 弘法幅二たおYJ、 31) および熊mV~19) では Carbon 2むO ll1g. ふ 5Q.í' NaO狂的 il'i 60ml で 10円 ml :::~:flJ ブラスコを m

い， 30分~Ö日熱しているカ\ ~Wf1号の滋合ltf夜 :Mおよびフヲスコプ))大きいので i二、.:t?C}):)fi去を用いた内

7.3 , 絵:祭および論議

J:. び下燦 110 、についての結.'fUJ. -fable 5 および Fíg ， 2 !-:ïl';'t とおりであっ

た，、この 2 つの抽出)i?去を 11:.べると?)にのような年J!誌がれみられたコ

1) いずれのこ色;擦も 11日熱七111J\ ;ま， 300C I!l! !i\( こ比ぺる r 際およびブ jレポ終的問j加工1mノにした e その

';ìi l]ú(::r1X 5ちから 1Y~J 2 倍?と滋いいおじるしい将i&-l'~ほらがT 供むtU長では:全般に J烹主義 L くに B
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Table 5. 。‘ lN NaOH 溶液 24ff;'Y'!ij 300 C fiﾉ il:lおよび 0.55ぢ NaOH j?df;夜 1 時間

The hnmus form in O. lN 1、J証OH 巴xtract for 24 hrs at 300C and that 

lhr ln a boiling water bath of som日 soils

試料名・ニ七名義型
Name of s且mple

Type of soil 

磁 f江
HorizOll 

A1 

B1 

1'1.1 

B1 

A 

B 

1¥2 

B1 

1:1::) *約 itl a......O.1N NaOH 24日寺 rm30 0C， b.... '0.55百 NaOH 1 時nlJ湯煎ct.:J 0 

本キ潟織の各 fraction の Carbon はと機会ィ:子機 Carbon iと対する%で求したO

Remarks : * Extraction. a. ・ ....O.lN NaOH extract for 24 hrs at 30oC. 

bいリO， S央G NaOH extract for 1 hr in a boiling water bath 胴

仲Carbon of humus fractions is expres8ed a8 % of total' soil organic carbon 

J& 

!選ーがもっとも小さし退色型沼色一Jj丸晴赤色ユ二， i:刷!jボド、/}レ 7::パこれに次ざ，縄色森林 hがもっとも

大きかっだ tコ

2) C,,}Cr f 主将1 tセ ifrid:l芝によってとくに戸大きな相違を;Jミびなか η た " JJ[i!，~\ または 30 0C 主llli\ のいずれが大

きいかという点は，各二t爆に共通の傾向は見られなかった c

3) 各1:壊の吸収スベクト，レの型i立第 2 報以下で~;(主JSする予定であるが， Jm;;込および 30 0C trtuH はいす

れも近似し，九 L撲の特徴を明りように示していた。

4) 湿りーポドゾJν における 615， 570 および 450mμ 付近にえられる熊聞の Pg l~nn創立般の特徴をかす

吸収長1;\，j(， 加熱t!ìltUの場合は 30 0C :f省民Hこi七べると $8 くなる傾向が Yï られた。

410g Kl および J log K2 はそれぞ、れ全般的にかな fJi!i似し した場イTが多かったがp その

ll-ri1 力、 または何者が加熱れJldl によってかなり減少した場合も少なくなかった。

6) Rf(ま j誌で主ゴ:壌の1\1 および B，滋色ZP{jiL位十、主義0) 1'1.1> 滋'rll ポドゾ 1[/ (7) A2 および仇では減少しp

褐色森林:トの A1 :および%ではj段大し， その他の場合はiJi似した{試をえ〈し， 一定の傾向を見い出しにく

かったの

潟総~説、の化学的ザ~1~;1\'土? 77券族化合物の納 fli犬の:iJ'J

が商事i1割安の光学 (\'J性質，すなわち吸収スペク i、 Jレの特性を示すものと f与えられている品川〉悶\. P.Ll:.の結果

[ま，加熱t:l r'1'， iとよる いし分解は， とくに弱視しなくてもさしっかえないことを示している
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;弘前(l!i ì'ÜìU'，における Hお総の)r::， ri，~

i投 0 ， 5:16 NaOH extract for 

ように思われる。

汀nj:弘行liU\ による)ミEfri!! l:11 !I1 I¥t OJ土問大;j.，稀ア 3レ

ブ) 1) 忠弘不の釘umill の v だが。 γ1レカ 1)

!と i#!t\するため訟であろう J

30'C お i ，'í!;をftIし、ること;さした。 病棟般の合平j

もi の/かない"有料では， JJII ;'li~;出 tij のノらが仮:本Ijでた

るが， タ，__ \ト ';;'Bの紡糸とほ

ま j司絞である)も;守めで~ 1':~ ，~_L 犠ど去

ヲ00 800 700 b� 500 400 3CO 
\ハJave len@'十必〉

F竑. 2 0‘ lNNaOH 主主 24R;'H:n 30"C ;b ぷび 0.5
子伝伝 N、\[巴りI泣1 総吟液 1 附ぷt

J N，仕1ν拘humη;日1t総ε?イ宍弐y液ぷdの)1蚊玖以スペク lト、 jレ (a:O恒 lN

N官b日aοE日J j幼ゴ虫11山[むiし， b:O. 50& NaOH tilH ば , Na-hulll 
'11日の il~皮はi復活:t5~少した〉
'1'h忠良bsorption spectra ()f Na必umate

solntion (hnmk add) in O.lN NaON ex命

tract for 24 hrs at 30"C and 0.5:お NaOH
extract for 1 hr 匤 a boil絜g w品t巴r bath 
(a ; O.IN NaOH extrací叶 b : 0.596 NaOH 
extract. Concentr乱tions ()f Na , hwnate 
solut卲l1 are arb咜rari1y ChOSC'll). 

の光学的'i'[1ftの特約:は 30''C tdJ H\ の方、がさらに切りぷう!と手;されるごと， ;，G.l プ話相[の交の危険紘一1:

;ißのように漆視する:必要ぎ!まないと氾われるが が 30 0C 長11 阪の 17が少な l 'T'i!Sろう~~:-;i¥5" )__ ~.l lt jこからでお

サ

ノョ 。
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8. O.lM N削れ07-0. lN NaOH )箆合液による露橋の形態の分析について

(KONONOVA および BEL'CHlKOVA 法15)15)80) の検討〉

s叩1. 目的

…般にiよく行なわれている稀アルカワによる腐械の拍 11\1こ対して2 主II tf', rt"lc J(!lj tiÞiの変性が行なわれると

の批判も少なくないが，同時にとれによって ， m~績の本質的な変化ないし腐植質の人為的なII 足立を示す根

拠iま，なにもないといわれいるお〉乙l

これに対して NaF またはジユウ酸場溶液をit:l いる j弘前 I i三条件の始 fむを) .~~l~ くから用いられているが，

iR:)圧では中性ピロ;吟習をナトリウム溶液をmいる場合も多く比られる。とれらの純手口な地 /1\0)桜子、には，ア

Jレカワ 1111 It\より錦織の j'[llH'J長まがいちじるしく少ないことが欠点とされている。

I王ONONOVA :および BEL'CHlKOVA15116 )3Q)ば O. 1M Na4P~07-0. lN NaOH 混合液による潟柄，の ti!i IÐ?ょを提

案いこれによって TYl1R1N ~去4れによる líl~;~ Ca 後 O. lN NaOH 議淡で捻出した JrJiJ'械 1唆およびブ jレボ回全df(l

穏皮の収蚤が得られるとして TYVRIN 法の続使?えとして用いている。

Ca nu長HiH (Fraction 2)ξ、 iff視するのほソヨ主学派の伝統的な?Jttれであるが， わが悶の 般の Ca のノか

'J、乱ble 6. O.1M N乱♂詰07.-0.1N NaOH 説合液 24時間 300C 漏出における腐植の形fl!~

CKONONOVA and BEL'CH!KOVA 1:1:;16) 

The humus form in OJ.M N向P207-0ユN NaOH extr乱ct for 24 hrs at 300C 

(KONONOVA and BEL'CElKOVA'S method16) of some so匀s 

試 ;t+ ;g .ニi二壌裂
Name of sample 

'1、ype of soil 

2.5.1 

l'土 .8

品< 1 16.5 

20.6 17.7 

4.6 24曹 7 39.3 0.59 。略 522

'、ごJA tU 乙 21. 3 36.9 。目 73 。‘ 6:32

27.6 40.6 0.47 。包 55

25‘ 6 O, óO 0, 437 

O. 之5 0.576 

0.69 む‘もも?

1. 19 0.587 

。‘ 701 0.545 

0.851 0.267 

0.723 0.64ヲ

1.263 0.47品

L 290 。お 366

。曽 834 0.257 

0 , 671 0.483 

行三) " 泌総の冬フラグションの Carbol1はl:-jj完全有機 Carbon 10:1ずる郊で示した。

Remarkち; * Carbon or hl11UUS fractions is expressed as % of total 8011 organic carbon咽



ない í:..í玄，とくにその沼 iムJの強しザ鈴木之淡にと

のノ!rl1ミ会用いた滋会 l心どの主う!::;fﾍ�iij IW~ íJ可思 3

1もるか、を il!Jらかにするために 1)(マごしつぬ号す長行な

った。

3-2、分析方法

~!rtこに総怒した 0， 1M. Na4P~O，-0ぜl.N NaOH 

!.tñ合液 (pH. J. 3) いて合そのf訟はす vべて

2-2 の O ， lN NaOH によるとイ:、

様iとれなった。

品川3首 j古楽および論議

土?品bl紀 G ;b 

び Fig担 3lζ糸>'1' とおりであっ/、。

後述 0) Tabk 8 に不!ノ fこ鳥羽{{CD 名

f.raction >jlj CD 先IjJí乙および潟授のj[:f予約十J山

P&i:: .l上fえると s {_交のょっな結果が手、j られ ;l，: 0. 

P 1, iií喰 P 82, 、~;l:Lli 1'11¥ ワ与の

石氏;i'，i iと由来する J:.t;~íおよび %{~Jl P日子 3 の tFf

d::J%l ì 二日 i玉!ミョる土ui';'j'ぺ，;)ょう;ム :;ZJ魚住 C品鈎

何度;および pH がいち、二る i ノくがiい土協では，

iiiH!lli駿およびフルポ殺のJlZ hふ 潟有ú波

詩写j夜の後 Dえスペクト }V， A log K1, 410εK2 お

よび .Rf 空容は5 いずれも NN旬以L 溶液R!ÎJ処rlH.

~C よる Dt Ca (iミ O，}N N乱。H 溶液でお!11誌を行

なった滋ft芦すなわら士…1a 十 Fractionl 十

F:ract綷n 2 2:: i'Î似 (r~な総長示しょ:。 ζpれらの

紡糸1立 KONONOVA および BEl:Cfmωγ/，，1$) とよ

く一一致していた。しかし， N H~SO品

第 H長('Ì~BOW ) 一 31 -

Pﾎ4 

hl h、ト P 17 己

1\ 1 トfi ↑ '1 P ;0" 01 〆。

, 

;-¥ ~ 

札"v 

Fíg , 3 O. 1M. NaojPﾘ01 0え討波乱。妓?原子~i'?fx 24 時間
30ωc rﾜl d:~!ì，ζ おりる Na..humate iÙìl:えの ìß~~収ス

ペクト Jレ Cjti l5芝は泌氏後j乏しfこ)
ぐ[ゴ1e absorption .spectra {)f Na-hmn乱t記

品。lUtÎ OIl (hum祥 add) in 0‘ lMN丸P207…仏 1
NNaOH T1口ixtu r日 ext1註ct fur U hr.s at 30 、、c

01 .some 80118 (Co11centrations of Na"hl1" 
mate solutﾌol1 arc 乱rbltraríly chosen) 。

O.lN N説。H 11\しに f…1札十 Fr晶玉:上ion 1 + Fralン

t卲n :2十 Fractiむn 3 と長ンえると矛版協鍛およ:びブ)，り，l{'~誌の Jヌ:授はいずの.l:t5.-h~ も告にかった。 また~ )r~tlllf 

政v容淡乙!) j logκ主将よ乙$ A 10;-; I、 2 Rf 立多少/í、ざかったがき(:れらの綿没;立とくにいち

じるしいものではなかっ o

ζ のような総;誌は， ü, lM Na'P20r仏 lN N乱OH 混合液HI 討 iの場合は C誌とたji合，-/

の中fll (:H ~まじなわれるが， 王宝~!g2滋fìミグ) .<ら03 とだ;合していあと;ァi~;之られベmいるれ"élction 3 ,))jllJ /[¥ iふ 行Î~~

われ l'J.~ し 3 ことや示すものといえよう ο 日三時に、 )1日:2 3.:.: )1.3 の光学好投猿:iJ とえ に/久、きな初送lß見られな

古色 W 守、;w ~A_ ‘ 1 仇も￡‘、，ヲ

いしと也、方、 9 もり ζいえc(フ。

わ/ノ~2TI Ç)緑I，;t:土壌は一段;乙(;iHJ，;(r.l万円~ G査役役J:~K裂の純手[l皮が憶し、場合が多い。 l述のこf:，壊のように，

おい f~Tf;'wBEおよび pH き ;bi?うで i奴られたものといえようのさ~) F':~ {jヨ:火山 P J , f:)' 
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縄 P82， *福山 pn..P3Bl のように Ca と総合している Fradion 2 が後 iざしている滋合は特殊タ!と見な

すべきであろう。

i司退色芯:i， 11音赤色ゴニ (B) および湿性ポドゾル等では，勝h寛政およびフルボ酸のJ!J(

:1:は O.lN NaOH j容液で直後始 U:lちれる f-la 十 Fractîo!l 1 より低かった。また， )霞椅1設溶液の吸収ス

ペクト Jレ， A log Kh A log K2 および Rf 等も h.1 と近-íþJ lノた偵を示した。とれらの土壌はいずれも pH

:および緩換性滋慈絶手口皮が低いか，またはおいとはいい難い土壊であった。さらに褐色森林十みの場合も合

めて，同様の性質;を有ずる他の試料について追試した滋合も タ-)，問滋の結巣を孫'íf~í認した。

きF'f替は当初] Na4P207 と Ca および設20S との結合がfî^なわれるととによって，金総合J/æ;llä (Fraction 2 

十 Fractìon めの摘出を;期待したが， 満足すべき~;在来は得られなかった。 と述の各土壌に失Ì":t る O.lM

Na4P207-0.1N NaOH 混合液抽出の結果は， これをわが障の森林十e滋の? 腐根[の分析にmいることは殴

;l1~であることを示すものと思われる。

9, Ca 製臨模 (];'ractiOl1 2) のÆ:議について

9-1.霞的

土壌「ドマ Ca と結合し， O, lN NaOH 溶液によって抽出されない C乱裂j湾槌 (Fraction 2) の分析に

は，いくつかの方法が提案されている。

O.lM N向P201-O.1N NaOH 混合液主lHちについては 8 でよさべたとおりであるがs その他次のような1J

法が行なわれている。

1) SIMON35 ) ば潟tiliと総合している Ca を徐くためiC， NaF ないし (COONa)畠総淡による綴植のfJ! 出

を行なコている。 これらの溶液によるJiiI;秘のl1litちは， 一般に{tLの方法で脱 Ca 後 O.lN NaOH 溶液で抽

出をむなった場合より，かなり少ない。したがって，この方法は腐糠の組成を定主量的にf1:"\援するためには

十分とはいし、難い。

2) SPRINGER361371 !ま土壌な 5% HCl を}'flいで 70~ 80.C で 30 分加ìHÏcし， Ca および Mg 与を徐いた後

0, 5% NaOH 溶液を用いで加熱m!mを行ない， 5% HCl 無処;震の場合との3きから Ca および Mg I裂腐

植を定Edーしている。

3) Ty口RIN4D は N Na2S04 土壌を1悦 Ca j九 O.lN NaOH i:容液を用いで宣言混捻 III を行、

ない j緊処援の滋合とのjむから C旦 している。

4) PONOMAR.EVA2 )紛は N Na2S04 i?ih夜の代わりに O.lN H2S04 を用いて， TYlJRJN 法と Wtl撲にねなっ

ている。

SPRlNGE及 596 HCl 官官処玉虫液中に多量;の F巴および AI の溶 fllが認められる。:+た， c 

の方法をよfjl 、た書記者の前 !Qjの報告11) では， 塩主主飽和皮および pIまがいちじるしく低い場合にも， 絡会、j商

績の存在が認められた。繁華H立 ζ の fractío廷を Ca;および Mg と結合した腐なiだけとは考えにくいので，

鉱:t1![お (Ca， Mg, Fe および Al) と総合した潟織としで扱った。

したがって， Ca lliIJ認 j\ll. (Fractlo認めの定量のための脱 Ca ~とは， TV1JRIN 法ないし PONOMAREVA 1':去の

いずれかをIlJいるのが滋当でるろうと考えられたので，問者の比較検討を試みることにした。

94e 分析方法

分析方法は前よlf1I\lHこ NN担2S仏溶液ないし仏 1N H2SO. を用いたほかはすべて， 2-3 と同様に行なったc
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Fig. 4-(1) Fig. 4-(2) 

Fig. 4-(1)'~'(2) N Na2S0，溶液または O噛 lN H2SO条による !f立 Ca 後 O.lN N且OH 溶液 1 :r:li 30.C地
出における Na-humate 溶液の数収スペタト Jレ (1 :線部j処巡， 2: N NagSO. 溶液前処
淑， 3: O. lN H2S01 前!!!1J弘 Na--hurnate 溶液の濃度は適宜換算ーした〉
Th忠 absorption spectra of Na.humat邑 solution (humic 且dd) in O. lN NaOH 阜xtr誌は
for overn竑ht at 30.C of some soils aft己r d邑cakifk旦tion w�h N Na2S04 solut綷n 
or 0、 lN H2SO盛 pretreatment (1: without pr邑treatment) (undec旦ldfied soìl) , 2: 
w咜11 N Na2S04 pretreatrnent, 3; w羡11 O.lN NajS04 pretreatment. Conc記ntrations

of Na回hum且te solution are arbitrarily chosen) ‘ 

9-3. 総主義およ

10 Table 7 および Fîg.41ζ示すとおりぜあった。

応i'lti~詮およびブ jレポ般の収一きまは，会結合j湾紙[ (Fract�n 2 + Fraction 3) のさわめて少なかった;人門

PI4A1 の場合には約違が見られ，なかっが， その他の場合はいずれも ， O.lN H2sn! 前処主主の方が N

Na2S0岳 り多かった。子、滝 PIA2 およびぬ，会合、J.I PIB では N Na2S04 溶液自立j加盟

の場合は (11-2) は認められなかったが， O. lN H2S04 ]ÌÎJ処践の場合lとは明りように認められた。乙れら

の::I:Jiはいずれも 1&{歩悦滋滋Jと乏し心強酸性で， Ca iI1n草稿の存在を予想し主主い土壌であった。また，

石灰岩 lと由来する仲縄 P82 の場令も， (h-2) ~立。.1N H2S04 前処理の方がいちじるしく多かった。

さ李者l立 ζ のような結果から ， O. IN H2S04 ]ÌÎj!地獲の場合脱 Ca による Ca itl_腐織の溶 111 とともに ， B見

R~Os による R20g :J包隠繍 (Fraction 3) のかなりの部分の湾出が行なわれるのではないかと捻定してい



策 1 $~ (.何回 J森林うニ換の ，ir込桜uc f)唱する研究

る" 1!i乙iirj および習でf4~) 却益基) }立病繍J)1{アロアェンとについて ~.rYURIN :;ふと PONOMARE'fA fl(会j制i交した給51~ ，

PONC>MAREVA 71; ~立 TnJR!N 71.:より Fractlon 2 cNIIHI\if(が多いととから，Ca のき

PONOMAREVA 法による Fractiol1 2 のiË lill が， C且と安定i;， Ii伝総会形成しているとは汚えられないととな務

?おしている。

!な総'~tt (h...l ,+. h-.2) の光学的?とlJi守~ついては~ Th及:i!又スベクト Jレ， A log K1• A 10g K2 および Rf 等:む

いヂれの 1.携も荷主Il{+í! 訟はノにさなキu退任示さず近似してい穴。とのh~.(まし、 Fれの土協を)， Ca 出 (h-2)

および R2印有力[ (11巧 3) 磁波が辺住!_l.た性質会イ〕ずる」とによるものとf設定された。

Ca (Fractio:n 2) CD íJ::~fi:Ì のための肘\C乱夜行なつにはお筆者;丸P), 1::. (i) *占J1U、:もとて3いて 3

]'匂2So.υ淵えによる訴処~TJ!.::'2・;ヨリ 11すること Vlノ740

R20g 製議議 CFmctiol1 3) ないし金結合瀦鵠 (Frぉction :2• 。
ハ
リ

ー

Fraction 3) のÆ護について

的E主10-1. 

R20Z 'kll J手fJHt (Fraction りのむ滋伐として，

O.LN 1、Y 口R lN4l) (立正;(1 !\~JI詰桜[ Ohaction 2) Jill!b残後与を O.5N H280，;)盗品 24 ぬ 1m !';ﾎ} 5'111忠弘

NaOH í'{;.j夜で 1111 ，'hを行ない，その残誌をふたたび N H2S04 を用い:九滋.rn tで 1 [1，キ;!日 ÎJU熱処fm後 O.02N

NaOH 溶液で jll!:1'， Lノタf)リドフ合討を Fractîoll 3 と L ， [\1]日告に 2 胞の H2S04 処))11における続性 Carbon

そt:- H2S04 hydrolyzable carbo口としと iと逗;している。

PONOMAREVA抑制)ば Ty\)jUN 法そ ffi1使イG して Ca 1';';[泌総の j甘JbJ筏淡そトi HZS04 i--汚いで湯1i:tlプご 22>

N H2S01 ii]li{ CarlヲonO.lN N乱。波紋放さ íl~i tれを行なって Fraction 3 会定後 L.-t ，fi!j i i!iJ処波後書

与を f-tJとして;ど愛している υ

O.lM 1向♂Z07 議絞ミF: JìW'で JJI!熱その{ふ 3〉熊L!.lら 28) (土 O.lN NaOH 溶液で加熱油 iL\した残主主を，

抽出しョ ~，iJ1会話jzi認を定録してし可る。

O.4N Na2S04 C乳主U1%J 1}(の定 -fill~ ~こ Ijj~ Ca 後 O.lN NaOH i容i伐を用いて t!llrb後9トヲ?ア
σ、つ町、寸

し， iif:次 Jll! IU 幻夜による t\t1J'をCf系 J f! した。との場合{こは 5 および11で ::1ミすよ弓 K，な

lli}t~f:をJ; ゐずることが予を行なった場合には次の O.lN NaOH 法液て:' j佐!mの I~~iC ;!tiC 1111 IÍ\されるために，

認されff ので逐次Jiì! おそ祈念せざるぞ符なか〉プ二。

ζ とをiむらかにした。 }I! iJおよ;び筆者ば前線11) において，

したがって， f1íî述 (2--..5)

fJ.t<~~ 7. ば十分であろうに

:弘、鳥 13)) /J~、収およびj:þ磁18) はわが下i しつ I:tお~t Ca お路績は少ないとしている。

特殊な場~4j?Jて除けば Fr旦ction 2 ..十.. Fr乳CtlOll 3 0) ょう iと 2

られるの

え定者は Fractíol1 2 … Fraction 3 の会j~JL(/j ~<i:: 111.に必主主な日 ij処の条件そ;、jとめJユ 1二t コ i管;ミ方 l 三工f って，

るとと iどしfこ。

分析方法10-乙

iìíJÞEàlliの条件として

'rYUI技法 lと準じて 0 ， 5N HZS04 24 時間 30"C

とれと比較のために N H2S01 24 時間1 30.C 

1) 

2) 
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T日ble K ;主税.H25弘前処玉虫によってjj)~ Ca および脱 R20S

Th邑 humus form in O, lN Nば)H extract for ovemlght at 300C after 

k d2:日~ 前 EE3Z処z2SS0(〉44 理 ，ぬ ぉ:: 。J 会立 成

1題JoTÌ.zoイnセ J7% 総 宮支
sas1o11ipi le 

Humic acid 

Tyゃpe of pretreat叩

立lent'ド h~l h.2 h..-3 rroEtf ail f-l" 

0.1 (1, 5 26，ヲ 4, 4 

新 ~J 
fI U. 凸 27 , 0 4ヨヲ

Niiml. 26匂 3 16.3 

P17 
Bln 29 刷 6 15. 守

4 29 , 9 17. 5 
28 ら 8 22, 1 

3, 2 1, 4 つ210 9 3, 3 

ねi 込i
ノノ 1.5 22 , 0 4, 0 

zruPKI1i1-yPa3 Z11a 
21.2 16.2 

B[l 
a 6, 2 9, 1 4,.2 1 ヲ， 5 6. i 

B1 H ノJ 5, 0 つ0.3 8~ .2 
ι i ヲ~ ~; 1.901 

乱 13.8 2, 7 l ヲ， 3 6, 6 

金 Kins生I1l
A b If 11 3。り 19 , 5 7, 1 

Z乱II
c ]仏 1 .20伽呂

Pl 
dRD(d) a 13.2 tr, -'1‘日 18, 0 ]人 2

B b I1 If 5, 2 18 , 4 18.3 
c 17.6 26.3 

tr. 1.9 18 , 0 10.3 

白N内t:. コイずflはZ A~ /1 2.0 18‘ l 1白 L 1 

。tald 1. 7唱 6 2 1.ヲ

Pl 
Pw(i)_ J 

a 1 仏 4 tr. 
1主z b I1 If 5. ヲ 16~ 3 33.2 

C 15会 7 41. 3 

111J 主化」沼。当 a ふ 1 9.9 生 5 19 略 5 4.4 
Okinawa A, b 1/ λr 7 ]ヲ町 7 1, 8 

P82 む 18 巳 8 16 , 6 

大
ih b 32.6 tr. 32印 6 10.8 

。aimon 1'14 
B Bln 22曹ヲ 2場 l 25 , 0 1'1, 2 

;tJr 5主
Al 

PlO(Bl)ll 
b 16.2 ム1 ・ 4 ]同日 i ヲー

tphfItolmi31c1ki Pl 己i ih ;, 6 

f主〉 地 H2S0" 前処践 3) 0, 5N H2S04, 24 時間 300C。

b) N H~SOl 24 "~'fJoTI 30"C" 

c) N H2S04 2 玲路滋煎上。

料 Nf[~:';ひ名 fract!on 0.) Carboll はごと壊の{:ì~有機 Carbon !c対 Tる%で示した。

Remarks: 本 Pretreatment a) 官ith 0.5N HsSO益 f01" 24 hrs at 30"(;. 

13〕前lÍth N H~S04 for 24 hr8 at 30"C. 

c) with N H2S0長 for 2 hrs 011 a boiling wflter b羽 th 咽

** The carbo且 of hlln1US fractions 18 e宜pressed as 5iづ of total so匀 organic carhon. 
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後 O. lN NaOH rif波 1 夜 300C flli !i\における潟様の形主主

rernoval of Ca and R20S by VaJ:ﾍOllS H~S04 treatments of some soils 

Hllmu吉 compositîOl1恥ド Na-hu江laiuptterioop溶flet液の-(1 +2+3 

E主E11X111fialc込te者~[
Optical 

づ )Lサ ' プー叫J." 可同F人 Fulγic acid mat:e 

f. ¥ :f-二 f-3 
Tota1 

A log Kl j log K2 Rf加。

11. 1 日 3 tr. lS.8 42‘ 7 1, ?O 。.522 iJ‘,560 0.6:1 
iC 時 6 fノ 15.8 42.8 仏 522 。‘ 5とる CL 608 

q、J 、t之ノ 19。日 ι一一 F、4J ， 1 A 33 。叫 481 0.558 O~662 

tML1 i 4.9 )"1略語 57胃 i 1.08 0.486 O. 己 19 l, 07! 
5、)， 1 27 ‘ f 6 1. 07 。.466 0.5ヲ4 1. 08ふ

出"~ 30.6 人F何々 0.94 。.4己5 0.583 1.206 

1 4 I 38j 0.Q ]民 4 41. 3 L 15 。。 535 。ぜ 788 O.40U 
10.4 、.己 19.8 4 1.日 1宇 4b14b1AL 0.57ヲ 0./85 円0 ， 4ιW9

802 Uつ4.4 45ョ 0.86 "、，.パ工 、ベノ 。， 651 。.451

プ! 4八.、， 23~3 42 , 8 5�4 (). 688 0 , 548 
氏 5 日、?'.9 21 停 9 45戸，/"ハ, 、rJ 守1 、CMJ 。ω661 O. ~')~)3 

15.0 34‘ l :'".\,), 2 0.56 。， 503 0.61 ヲ O.63? 

10.6 1 1.4. 40.6 0. ヲ 1 む“ 640 日. .γA 円82 0.298 

10‘。 L6 21. :5 41. () O. ヲ l 0.638 りも 739 ()匂 303

10. 1 JO.9 5L 7 ハiJ.fJど〈勺M O.S60 0.6ヲ0 O.3顴 

ヲパ; 6.5 、JぺJ 内コ苛 よ 51. 1 ()ザ[54 0，円 12 O. �'OO 0 , 701 
οハ.4 ふ 6 33.5 51 ‘守 けυ ，、にi~え 。，只08 o‘ 702 0.69 [,) 

9. ぷ 35笹 6 52.2 0 , 49 0.512 。‘ 666 0.730 

14.2 ! 0.;2 ! 1 ヲ 26.6 1; 4 , 6 0.68 。.467 人前 0<己 仏 457

2包 2 2ó時ヲ 15.0 O. も7 O~454 1.062 0.458 
9. 31 ‘ l 4凡 O~ 57 0.454 0.925 0.1:::80 

4 ? 9. i3 47.0 63.1 'j勺吋A 0.500 ]. 110 0.367 
4 n 9.6 46.i3 63. 1 0.35 0.505 ].()fj4 。， 356

久 3 50.6 66. :3 仏 31 0.481 O. 世 89 。。 3ヲ4

5.2 i ifr , l! 5. 7 16. ,1 35‘ 9 1.9 [)‘ 56 ，~5 0.657 円、J ‘ Vにハu./つ

4.8 5.9 16.6 36‘ 3 ・ 19 。臨 ;)67 。、ふ:.;~) 。‘ 499
，ーひ, 2'¥' 2 主 3 ， 0 0.83 0.554 O.6'H: 。‘ 520

8.3 0 , 2 l 仏 3 L も勺 0.5-38 パ'.、57フr 。.634

7 調 9 1.4 26 ‘ 4 51. 4 0 , 95 。.506 くjι600 C. 787 

1(工 l 0 , 2 J <~ 百17. () :36 ‘ 4 ì 倫 1 ，::勺之 O.6n6 0.67リ 0.428 

10吃 A dハ. ハプ 6 曙 3 28.2 ¥8. () 0 , /0 。，己 l? 0 , �22 0.261 
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3) PONOMAREVA じて N H2SO佐 2

について比絞を行なった。

。 およびめは 2-4 と同様に行ない， :'1) I 立 N H2S04 100 ml そ11日え詐冷却管与をつけて 2 特区i'JW\煎とで

加熱し，放;令後の操作会 1) および 2) と同線K行なった。

10-3. 結果および論議

9 ，Qについての結果は Table 8 および Fig.51ζ三日-9 とおりであった。

N H2S04 および 0.5N H2SO. 300C 24 ると， いずれの場合もR.20g 型のノ将

匁I険 (hω3)歩ア Jレポ自主〈ふ3) および際司溶府組 (f-l

a : H2504 î rJ主主 Carbon) の収量まは N H2SO. jìÍj処

践の方が高かったが，雨1\3'の差はわずかであった。

900 800 700 600 SOO 400 :3ω 

'vl!",ve 
一­L〆00 800 700 (;OO 500 1100 300 

、人/

Fig. 5-(1) F�. 5ベ2)

Kinshozan 
PIA dRO(d) 

Bt 

Ok�曻.wa 
P゚2 AI 

Fí必 5-(1)~~(泌 総 i:jíJþI.1磁および名穏 H2SO. WJ処主主後 O.lN NaOH 溶液 1 夜 30"C 1自社Hとおける

Na-humate 溶液の吸収スペク 1， )ノ(l : ~京総処Jlli ， a: O. 5N H2SO. 24 時間 30"C 前処理念

b: N H2S04 24 時間 30"C iJiJ処潔， c: NH兎50. 2 ß寺院j滋煎上ぷ!処ょ:}Ë合 Na-numate 溶j主の濃

}支はi選立換算した〉。

The absorntion 日pectra of Na-l1Un1旦te solut伀ll (humic acid) in O. lN .NaOH ex�'act fo工、

overnìght 乱t 30"C without 01' with various 廷ぷO. pr巴treatments of some soHs (1 : 

wlthout pr巴treatment， a; 0.5N 1ま230益 fo1' 24 hrs at 30.C匂 b.N H畠50. for 24 h:rs at 
30事C， c; N H2504 for 2 hrs on a wateγbath. Concent:ratﾏons of Na-humate solution 
a:re arbitr礼rily chosel1). 



- 39 町:む 1 主長林 i二 L誌の潟村iIC [1(Jずる (uTj\~

いヂヰしのごと域子~- H2S04 2 iI守秘JJn然前処主主ヅJ絞黙を N H2sn1 24 3む"(:自主 li(\ l'之付と}Lべる屯ニ p

十 h-2 -+ 11--8) はほぼilffL1的な i蕊ミヮし允がヲ ザヲU la) ば増大'lノ，古川 lD
_, 
t主

さら lと隊慌を含めたノとアルペド四j&-Htは lWi大令不 L;，た。(...3") は減少ろ;:>Ff校 <~(rri (f..-1 ~!ふ 2

7 fV;Ìミ停三 (fj 十 1-2 十 f-.3) !J)減少N J:-I2S(み 1川t{.~t1}処殺の場合のhを筒総(Í--la) (川 ili)<. 〆l

土壌C! Iで民的F廷にブノレボ「別式結合して後合体TYt1 R\N -l工)Y口誌に いゑ yばベのような克r自によるものと巧Aえら才しるつ

ι; を l ノていぷ c，様の以前;こもそだして;í'Hi: t /ヘ ア Jレカリ [{'j絞')1 "(了 iì Í;rjj. rぎがはな 2 して;ホ

て (30 <.l C .0:;)会合lこははなれ一:5\， ":, N H~S(ん力幻ll)ì1尽の滋合にはどれら

も口〉不持jい)， フル，i<~良心 古川 .N H~S(\I 涼

I可 H2S01さらに，次沿 11 および 1;~述べるように，i二三tO)現実、は容易にされ，，) 1) J二二iイy えれし

トJ B:2SO会加熱とよって般の干のlJi]ぷうとたおおよび刊誌必(}j hydro1yza \九:~. carbo江

必!ムふ似合台、めた主」ヨ

ヅ寸

二 f必泌総(、( -1a) の i仏大なcarhOD と u と加えられ

られるれ。コ〈ご会フ Jレポ絞三 J~'.' もたらしている

C(l処ザよって必ずるお小、民主

ヴト吉!5のう}jlV3による減少 (H?，SO込町交は土J~l\ i!ユ心主い氏物ぷ〉ためにノ(J.t-低』ごす 4 、♂〉叩，之さ、は多少fJ:'~

11 ヴ訴すよう fとと ι〉処主主?と J二ってょこ

られるみを ?J~ ， 12 で/司王ず ~ι う日〉N H280.)JW主主 ÌÎJ処係に

‘>
マ
メ
〆
f
 

j
t
{
1

、i、
!
ふ
ぺ
い
ψ
 

d
 

ι
f、仏 11'1 NaOH え {ζ忌Lわれる)";、

。.1N NaO日必伏夫ゴづるが、~.;W~Sる;波大，およびおそらくアル，F阪の減少Jとともなう

15 磁の \)]_:y の影響下 lこ後られたものでmあろう。し允かつて~ ~< 1二j~l誌はい fれもお H2SO， 2 ，1 司 :30"C 前

したに :;111 ~yなかっ 1"-，カ九法的トこは /ρなりモ11.マ 1

ムブ\心、... ~ 

も切りようにμ し三句、υ〉と:f[;えるべさであろうロごの店、二二&，，-t る

1'-
F 、_- 0 

な青色クムヵヲ i::) 才したむ d 10g K l, 己(}_) ;~つの !ii_U"工ろのぅ十J るとよ!潟村絞y災後の光学出雲ごつい、じ

N H2SO, ;;()OC }iJ主犯の j誌で土子山,d log I<:z および Rf ぃ r れのーと淡も O.6N}ミ2S(ト

ムJ 1 山iz

〈 ι、

;f~ し予納;主力11:斗られなかった( N flJS印加熱反~ií'の告、l主他の 2 つの処てると、

よ工日:F i 円、 f)レRf はコí]í♂滅、ヲ\いまJ{ 1 ぷぴ.1 log K2 G') し白，j~;l じ

よ主的主このぶヰ N H280, 30"C そ:- ()) itiJ, 0) jj三、1-1. JI6.7'、よそ;i'ísi姦 ~':.'7J~ さなかったが?

ム

.-::'..... ト{ H2Sü\ 現にと色なう恨の交付A 〈1 つ三;J1fU.~;とともなっ

よ iづ ζ シO?il日!l}(.よ v て fおたに O.lN N託。]ヨ波紋 fc可なる I江主般のり犯行 i 多民) i))J!F響によ引もω

であろう。

ら~ Fract綷n 3 の ';Ë~1ぇ〆ク 7こ èÒ 0) "fjíj !ß以主 N H2S( 弘ワ主仁 30"C 自Íi，f!1FE を ):j いる

この点は， 1) O. 5N H~SOI 2,1 !i:yl{J 30'C 込より彼およびブfノボ淡のJ{Ki%:が多し h ことと tどし fこ。

と等の によるものである cこのみ午ぞは分、先日";~-認められなし ιと s 2) tk iJコ 12 で )J~~tように3

についての補足Fradiou ~t 11 。

t/"': ~C;i ノれよミコー}，'-，川< );ｭ
ノド ....Jl:"'.1 i_l iμ c: NaOH 

日ヲ認11…し

う V_ H2Sü\ιN乱01-{ の交;台コくりかズ司 LJJI

~: I ノピ G .., こG_)ÞL1fE主、 IJ なわないぷ .Frac t:i on 8 m ~立不日:ュミであ
'.J.'nJRlNm f二 10 マ了Fractioll :3 (D)t{~;;r L-= っし γr，

(/)必妥tt ，-~二 ft1'J"!Ì;j い
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Tabl忠告。 N H2SO妥 24 時間 300C i'J ÍJð!&盟後(!況 C品および R20S) 0‘ lN NaOH 溶液で 1 夜

:30 0C 主ìl 市を行なった残法をふたたび N HzS04 1易主主上 1 時間加熱処)1\後， または

との処i箆を行なわずiと O.lN N礼OH 1 夜 30 0C くりかえし檎{ちを行

なった場合の腐稿。)形態

すh己 humus form in repeated O.lN NaOH extract for overl1ight at 300C 
with or without N 区2S04 treatm巴nt. for・ 1 hr OIl乱明rater bath of some soils 
t.hose pr匇arily extracted with O.lN NaOIJ: So1UtiOIl fo1' ovemight at 300C 
aft邑r 1'emoγed Ca and R.zOs w羡h N H2SO,. pretreatm己nt for 24 h1'8 at 3WC 

Na.-humate 溶液の光学
約十j 震 Optìcal property 
of Na...humate solution 

2 嗣 2

rﾋ) * jTI1日J)JiL a) N H2S0.1 1 rr寺院f易店主ト、加熱後 O.lN NaOH j等tùU-~ 。
b) N H2SO" 加熱処ls"を行なわずに O. 1N NaOH +IHi\n:f:\c, 

材 jぬ tíli1子アヲクションの Carhon ~之土主義金有機 Carbon 対する%で完そしkc
Remarks: 本 Method of repeηtcd extTaction: 

a) Repeated O. JN NaOH extract.ion with N H2S04 treatmellt for 1 h1' on a boi!ing water bath. 
h) Rep号ated O.lN NaOH extraction without N H2S0.! treatment. 

判 The carbon of humus fractioJls 﨎 exprssed as ;針。f total soil. o.rganic ca士bon.

筆者は 10 主べたように♂ Fraction ::l cí)定予誌のための前!iL1犯としてお H2S01 24 H~.f'湖 30 0C 必濯を採用

したが TYlI氏 IN の指jお 3 るお&2 四百の民主30，;と NaOH l~n ~t2-D1略レた場合ic》 どの程段:の影響

を:]2りるか;2..明らかにするために，にのような検討を行なった門

11-2. 分析方法

2-4 とfi;j様の方法でちJ H2S� 24 時間 30 0C \:jÎj処部iCç交 O.lN NaOH 溶液抽出与を行f;; い， O.4N Na2SO善

弘、放をJlJいて洗浄を行なっ/ご 2 組のJよ料を泊いて p …jfは冷却資をつけて N H2SO. 1 

処王監?九ふたたび O.lN NaOH 捺校でt1!1I設を行なし\ 他は il主主妥 ü.lN NaOH 溶液でふたたびtt1îtB ぞれーな

ってがふれrO)l七絞ょを11 なった。

分析ι方法は 2--1と

NaOH-O.4N N乱230•

いたが， ií'!;;~ 沼の O.lN NaO政府液"C'f街 O.lN 

た u いずれのゴ設もすiil{:]_l! およびおft;夜の会主主が 250ml ~こ達するまで

に完全に然色にはったので，摘の抗!1 i':H は完全に-ífなわれたものこ考えふれるの

11-:3. 結果および論議

fj11述の 10 と同じ試料!:þ li{l符 P胞を除いた 8 f!;i~ζっし「どの分i斤結果;む TabIe 9 および Fig. 6 ìこ示す

とおりであった。
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fお 1 毛並7シ十本土二i女心)お私~C tMj -;J句之、]1)行，\;-"

N I王立50<1 nn!f!l !1il;殺を: (J~ なわずに i$ 2lii� 誌の O‘J.N

NaOHNれ[Ý， O)対日によ勺で名手 ;"_J í了した，Imi総本， 政おJO) N 

1主;.$0，1 24 時間:始。ζ: 戸~f8生?コn1~長持涜，な lN NaOH ナ111!:!:\

によ J で得ら之内お'( Líγてると?どにのような ~i~.i ンfもが

3 JjJ'~ぽザ引〉以後 ~;t 主 10 ，〆20%でおっ

'!:主

ようにかなり

守ミ y-t"I. ';司令'^，
"弘一.. '.~凶各 自弘主主

.J �.og J(_t B守{12料 :<.:.tγ ゾル，(!) 1¥2 :l:;:; .J: 

とくだ守(/)-flsl~'I、がいちじるとよ d !o芯 J<2 (-;l 1JX 、: 日
" 

ζ 円
、

[, 

p見しいー{

l
j
 

d
l
h
 

i汲t又スペタト/川立を:{夕、 L しではかなり主主ん句っ℃いfこ 1ヘ

ち 町
、2

J 、一

よそ (j){[J:，ウコ十二以立 1ごとで{土 d 10g K:c 2)-:; 内

ではーだA log 1王立はいずれあ低下を刀したがち

の対が見られなかヮfご門ポドゾルノ引法、く1"Ù1の十J玄のよ:

EJ (1) 0, .lN .NaOH 支 iとよるれI1 出のf空r2E~ __l 与四v、令官h

J霞 C'P，}

>~ ,.")", 
。ャ J ノi投 2Ht ， .d log '}仁川主 d log l'らより ;κ， .è\ 台、コたが3

点、は今会で Jど FZられなかったきで ;:t， ':> t~. ，; 

Fig。伝 N 1125九段印後 O， lN NaOH J!!J i 日完

:判長ふたむ: :¥ FI23()，j 然、1:. 1 力11
J~\!t~:獄後、立たはとの主主泌をñ なオ〉ずに
仏 lN 誌のH!{ふ主主 3()"C 117 く i7113F 

予:行なコ，.設河a..1n:.LtTI抗日

の段以スペクトノレ (a : N HQS04 

正常後ヲ b ; >r H2S(λ り11採決L泌をむな ;ì 、

ない込 Cì ~ N'~土 hurnλtc ~)濃度 ;s洛ド
録保 ld:)
Th記 absorption 詰 pectra 0:[ Na."hull1ate 
sdu討む口 (hurnic 読む1d) 111 repe日ted 0 , ] 

N 対立OH extract for ov日ml;日 11t at :30 
"C with or without N H古304 sec()ηd 
arv r:f同tment for 1 hr O!l a water 
bath after 0 , 1 N NaOH extractlon 
with N H2S� pretreatment of some 
sdls (a: w咜h s収刀ndray hot B2SO, 
treatment, b : vdthont 只econåary hot 
N H¥!SOJ tr伝説 t口enL Concentratiolls of 

soludo.n are 

Iえf;まし寸必れの級会も Ij)1 りように低下/X玉沢し2)~:i 音

‘て t '\};亡口

PLI:の ~'i'iよ、はすで ~c. 5 <3 トベ 7~こ

.h抗告r。ん(l'E合のi(~分アー会問。〉集合で了各 fracUOD

主新'; Iまう lζ3

{])アバノザJ り応対する治じおよび践のう℃学的l't~'i:.s0~

0.)泊去さによ心あのであろうとちγ られノるつ

次 iご j千r2 自民の仏 lN NaOH. 液の f1l1 tζ 上ゥて

.N H:JSO; JJII熱弘司誌を行なヮ t:J努られるお取さについwに

今;針探知混(.D滋会と，X絞すると?次ω ようなだよ来7.)'!;符ら

泌総後およびブ)l".，〆ぷ般の決議(:tい昔、才 (C));t:長会もイj、

N B~:SO会 hydTolyzabb car)JoD 心力11 去るTζ;'r、っすこ?手、

n 

とや白!!i1 W 察、では:べきかった。

cho宮在日ì.jjf税務のうr亡ペモ{叶

、ずれの写;ィ子七戸i ノk;_..を、:心了ぶかっ/で。 ま

Fリーの1店主;ぉ jJli;l;!¥ fr京以:)4 !Zßf亡!とよる;泌総i伎のi(Yl(:の減/ムむよ

d 10;;' K2 一つ1\, (土被タ$，;;ミし?のが?

1ト立，絞しつ i市

話、この.Ó， t立次のりにおいて災ー しfJ o がす~\.Þ}g ;，こよって:にわれる-とそむ号子ダえのと 1:j われたが，
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土壌の加熱 H2S仏処躍にともなう!お槌殴の減少の割合が 12 iCji，; した関根 ß1夜の場合ーより少ないこと

は， 1) 'fYURIN の指摘した N H2SO益加熱処士市 lとよって， 新たに O.lN N乱OH 溶液;と可fきとなる潟核酸

の存;('E1とよるためか， 2) O. lN NaOH だ;放のくりかえし打litlHとよって得られる j衛総般の加熱 H2S04 処怨

fC対する挺抗力が大きいためか3 いずれかの日~!.[:1:1 によるものであろうっ

しかし，いずれの泡Fi'1 によるものにしても，カiけR HzSO. 処王監によって新たに O.lN l'オ aOH 溶液lζ可溶

となる fraction (ま 3 わずかな主主に過ぎ !rいものと推定ぢれた。

N HsSO. hydrolyzable carbon はいずれ，のj議合も， liiJ じ断ご tJ: ï;(!rヨコニの λiが刊誌土より多かった o

I、J H2S04 hydrolyzable carbol1 1とついての知見は， 5\:;1と述べ?と ethanol"bel1z01 可法 carbon につし 1て

の知見tとともにF 土壌中の j定植の組足立の全体の状況Jをさらに祥約に犯援し得る利点そ fj"する。

L.かい筆者;対[渋!\ H2S04 処見詰によって新たに得られる怖の盤がわずかで， しかも腐格段の分解お

よび変性をともなうき予の欠点が認められるので， Frac!ﾌoIl 3 ())定量;ーの #li合 iこ N H2SO; 加熱処混と O， lN

N且OH 溶液の抽出のぐりかえしの操作は~rì絡することにした。

問。)樹階部こ対する Hz80. 処理の譲渡および溢窓をの影響

121. 践的

11 マ述べたように N H2SO. 加熱処理によって> JI誌担'j般のー郊の分解および光学的性3立の変化iß推定さ

れた。 したがって， !ι 問題として隠 rillî磁応対する HZS04 の濃度， およびLfutt交の;影響を羽らかにす

るために歩以 Fの検討を行なった。

12~2. 分析方法

2~2 と悶様の万j去をFおいて O.lN NaOH 溶液で引I1 tl.\を fji.よい，ねられた広'地対111'，液 (f-la および.Frac日

tion 1) をそれぞれ 100m! ずつ 200m! の三角ファスコ;こ分取し宮 j:Jf の濃度になるように説。皮j弘知の

H2S04 を添加し3 次のような li!bJ'lliを行なった。

1) 0.2日N H2S04 後'[!L 窓iH;心 1 H'fíiil1放置 (2"2 の般の分Ill}t伐と I可I_:; )ο 

2) O.5N H2S04 険性， 30 ó C, 1 波放夜。

3) N H2S04 を I!I' ， :Wじ， 1 í5とか~t~~~: 。

4) N H2S仏政 l 井L~ 滋mu二で 2 日:引関口謀者丸 30 0 C, 1 ix放 1説。

Fmct綷n .2 .+ FractioIl 3 !J;'後点していた洛Ulpn吋 P3B および討þ~Q 1'82 Al の滋合は) 2~4 と問;f:ぶ lと

N H2SO; î]íl 処lIjlf交の O. lN NaOH 1，!11主1仰とっし 3 て同様の処却をわーなった。

H:1SO企必1Hlェ以後の操作はすべて 2 2 と問様であっ土て c

12.3 総菜および論議

:各務ニヒ壊の;&!\オートAおよび iて!百二L l1点についての総長1ば， Table 10 に示すとおりであったc

J1J:1VJ iζ新Jfl. 1'17 Ar, t出 f.L! pl1"1'3 1\.1., r司1'7 A および三泌九九 lとつ L γCf了なった給公よ， これらのこと壌

は腐植の総f}Äおよび!間総般の火:~:~':f. 約十生:i}( はし 1 らじるしい相滋を示していたにもかかわらずg いずれの場合

も O.26N， O.5N ぷび N HzS(弘陵 SOOC (Í')Jらケ r~t~ J凶 "i;:r~去の IÜえよA および)'U、ず2flヤ立+1'lj!i:がよ千もられ

なかった。 しかしp 王滝 P1Bl では 0.5N および N H2S印綬性の#.)\合;ふ 0.26N H2S04 綬d浅の場合と比

べるこ，?向指Hi般の tZ議がわずかに増大し" d 10g Kl および d 10g K2 もわずかなi'fii裳を示したcζの場合

はJf1û .íim酸ゲjレ Q) 凝[0'1;党肢のj京[交が，唆滋E芝:B.上、び時間:とよってわずかに影響そ受けるといえるが，全般
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N 1n a w-at己r bath 

。‘ 26N 僘b. t忠f日 p. \hτ 

A お OrJ a \.vat台r bath 2hrs ßA 毛(! 0.6フ品
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H~SO，処灘区20ら treatment j荷綴!空 Humic acid 
一一日一一一一一一一一 回一戸町一"町r・圃園町内一一

濃Concen度m 

I c内humate 溶液の光学的
ふ1町巳3工 f宇

tration 
1'emperature //11'"¥; .L\la-nU百w.te s 

ﾜ� 26N 1ab. temp. lhr 以)

N OIl a もNa.ter h乱th 2hrs 77.6 

?す in a water bath 211rs 7νP守メ主

。地 26N lab. t日れ1p‘ lhr 10C 。俳 592 L 149 0.342 

0.5 N 30"C 24Jrrs 102.8 0.602 1 ‘ 13ヲ 0, 338 

N 30"C 2111r8 1.02.6 0, 605 L 1223 (), 339 

N 011 a w<lter bath 2hrs 7(3, 1 0, 572 l.Q85 。局i;Al

N in a v，ア呂t巴τ bath ?h.rs フ己叫呂 0, 540 。ーヲ85 0, 462 

0, 26N lab, t思ffiIよi Ihr oc l O5610659lM] 
N ひね呂もV乱ter b且th ?hrs 84 , () I O. ti4:3 i 0, 629 I 0.591 

N in a water bat11 2111'S 81. 6 I 0, 5.39 0, 613 I 0, 625 
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P82 

lt)* 見詰桜(~唆収fil は(J， 26N H2S0，家{cl 1 時九!の奴m;t~t 対する %ò
料 N H2S04 '1日処翌翌二l::.。

Remarks : * The 11\日nic acid yield with variolls 羽25り1: treatrn_ents is expresse岳部% of that with 0.2岱J

H2S04 treatment for 1 hr at laboratory temperature宅

同 N H2504 pretreated 50iL 

的;ζ2~2~2 でJょした o‘ 26N H2SO,. ~変性 1 8寺町jjj以上京語訪問すの条件v丸山i 分なととを示し"でいるといえよ

z
 

v

つ

N H2S04 殿中t2時間以]~品処巡の場合l立 N H2S01 24 rrt お， 30 0C の J易会iと比べると，主主IfI~授の O.lN

NaOH 溶解皮およびifR_t設の低下， 光学的性質の変化が見られたが， その程l支はE号、コ二議どとにかなりの:匂

迭を:5.f;していた。 ζ の点与をさらに確認するために恨の試料を用いてえは:よし t:..*f，!~:， N H2SO毒殺性 2)吟:m

とレ亡芳次の諸点が確認されたっ

。 紫色ニi:擦に属する新見 P171h および B の場合目， 腐締役は1fくl.lili で~1誌に O ， lN NaOH 溶液;とFE

解した。 その他の二と壊の場{î~iそれぞれ程;交のねi釦士見られたが? いダれも い以後の

Carbo誌のJE_Ïß;および[夜光E芝の測定?のために， 100m! 以内 lと溶解するには， O， lN 対抗OH 加熱治法をm

いなければならなかった。

2) N H2SO; 目安性jJi1熱処潔 iとともなう路構般の :1;Z畿の減少は表j者土では 11"22%，下溺土では 14"~27

がに迷し，閉じliTfUiIやはいずれの場イ:も下潟土の )j'が大きかった。

:3) N HnSO，校 l'd:ilq熱処斑Jとともなう槌般の光学的佐賀心変化は，しづたれの場合も d log K1 およ

410g I主主む減少と持 Rf の j磐大jJ!羽りように認められたが芳吸収スペクト jレの裂はとくに変化は認められ

なかった。

これらの~:~点は 7 で述べたよう iと ， Jliftl宣鮫の光学的'[1:魚、カ:l， しているうす容淡の端的自1えの安

合部によるものと考えれば， N H;1:S04 加熱5ll'}}立の彩3警はとれらの設令部より， むしろとれに行快;ずる側

鎖の部分IC対レ亡大きく作用い ζの部分の分解告示唆するものと fλえよう。

以上のように会 盗塁304 til1J;思の影響 iむ か;熱によって急激にあらわれるつ ζ lÌ))去につし、

で， fl宝条 P 6 A (.l3n(d)'v.l3A lTIごと主義〉:を追加して， N HzSO，主性10)煎中 2 むとの



ギλ林ミの干名:もにうする ltff51こ ti:q 報(人人11) 4ロ'J 

場合Jご i主思混と i;;を l'fr くイ:fYη 立 9 いTれも 1I与が絞め O. lN Na鵫 大hl- ば:さ C) ~ζ イヨ:匂 r"

予

レ， f!�l P7/\1 および阪会1'6 1Í úノ場合は O， lN NaOH 法治;;~:: )むいても 9 ;、令なたL納付、不 1 ↓亡、よ〉

っ fJoi主プら その伐の )J{では符け訟の{広iv ふj log K1 およ L1 iog' J{2 減少，および Rf の

:}こが促滋された ι

j:)，上の ;Ji点

TそれぞれJお :ji'~: J るとうオリ之ゴ fご「っ ω波立) Rf jJ(小さく， 4 log 1三1 およ d log J'\ 誌がノに~~~. i./ " tまと

N Hz80全滅的とどj る 。.IN Î';aOH プ主にける 以 づ)ùI; トふ ノに 良司/.'....

;11Jているよう;アん.\/.])才'. ~~;j L 日目エrÎ'( 二 J、り Rf f土:人:下. , ，1 10恕 i{l および，110，<:; 1¥'2 

~J、小さし') ~ごち Jf>かわら:;ぺ N !1280, /1t>[il'.JFI終始ごともなぺ!湾総黙の I1又以内の iほドがア今力、-~) .,':' "、 t ムυノノ J、一1

はお杭般の :J/j:若手技似合牧のちぷ:ilJtf.))速なほ l九 A ](双子主1 él~ (プ ，1 log K2 ))jFfF よf よと ，1(，[ 0) j}/i).:; カ

ものと7Çミれば》 ト"Jfñニ1.:しと没箆土?と It~''''<7S L~ 開花議液化合物心おの了 γ幻:?ノ'};江心 ii\lj

句)1 (1) j立が;な民不;がJた会いが，司令授が泌メ dMEAいおのご ムダ七iLされた

について
守イ、

i;'? 。

1.3-L 認 設3

TnJlml1J ﾌ;;t :;iH夜;立に渓中てJ総務燃とノ Jレポ険が絡会し v。 吉丈 Ca だしい d

RzOg と総合して:fi7~ ζ れらはい"91 1.も目立 I;C~i:之叫どであるが れらの約Wj ムツ と 1 ,5] ,t:íun 

が活J総?主とは~~1Ó なすれp よって1千三 !{ljv!t 7;; fracüon ヲるこ J y い

f1Î:J制捜〈ブ jレボ滋の fl'adjol1 1 日: f la) 命又!ノザい

SPRlNG服部、 :{1) ち同様 iJご十):&J湾総中ヴでを治 U:i '~~~むる fraction や核府誌なとして[八分していお。

はいくつかの力行;が収集おむ，でいお。っちフ

1) SPR!NGER 詑，(36)27) : fj 9;; lI2S0~i CYs 1 1オ j ぞ対いで 7ü~300C、で :';0 分 I'Ho

2) TY:l旦m i:ど 1) 君。 5N H2S(}1 そ rtl t:、マぽえで2411寺iT0füi 出 ο

3) PONOMAJ\<.EVA む;わ84) ;0砂l.N HZS04 与を照 L":て ÄIiTfLで 24fh'j: j'Ejt;J:l i'L¥ (:+ d~ c心 i~;\ Ca 三 Põliセトて 11~なう )0

4) N H2SO& や用いて 30"(; 24J引をiíj主t:'， (，:1二撲の D見じ品沿よび Rl)g ): ltilfr:'i'(ζ行なう〉

ζわ t)(J) 4 認黙のfi法lどついて的 i七絞校対待行なう c とにしず<，. � 

〈炉戸，ザ
<:':- >.~) Jiし，

会加えて芦

13ω:2， 分析方法

いずれの滋合払 (;幻自bOll 主 200 rng ミt{!;主?とtJtrを 200m{ 三角:ノラスコ iCr71長い 手れぞれのÙ%IJ~，C:)

fhS01100m! を初芝~ SrRING符R 1:夫以ヂLivl 前:.i/J.:~〆1) :2 -1 ~: liiW}i こ止と i ノつ:紙、科学 l釘法

鳥取m;;;lミ訟の滋合は HzS(ゐ波紋会 !.N ，1ノ '('j}よぎ 7b' J: S"C: ド!ít ， jl ,C :l(l ノパ I ノ、 イ?

後1:2;投じて 3ü"(; iと 24 2--4, ,) !dj.fijU ごなっ

13--3. 総菜および議議

各務 iニ壌の表ifïlj二:13 ，1 ぴド殿山L 12 /:UC"::Oいて (.0;がi糸 (~t ， '1三lble ]1 tζ ノI汁【l おりであったり

いずれの#h"夜、も絞可泌燃;絞 (fイめの収ょ誌は， (L lN H2SO"ぐ仏 5災対[280ぷ N H2S01 (30"C)< 、 N H2Sく)，

のJ交に ft守主主しイ士。

N HzSO. (30"(;) およびむ， 5N H2SO長 (30"C) 主I! iU における絞T1JN; }(~J titIのJf!援の，~Iふtt 1: 、ずれの|ニ

主務，においても比絞(t]小 O, lN H2Sりさ (30~C) と O.5N 1{2S0j (30 0C) 対!郊の寺区jf.it ~ および N
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?日ble n. 会磁 H呈504 抽出による

Yìεld of acid soluble humus (f-la) with vadous H250，日五tract

。fやofsi議aSmO1迎p1 le J~司y ぷf j 党í'iJ溶ィ向) ，ì以墨 Yle1d of acid soluble humus* 

Type Horizon 

A1 3‘ 3 4.4 4, 9 6.0 

B ヲ.6 15 , 9 17令/ 22 “ 3 

1¥1 390 4.9 503 7省ヲ

1h 7, 8 12 , 7 13.7 1892 

1¥1 1.8 に今j. ...) ハ 4.0 5.6 

Bl 2曙] 6.1 3 同 2 10.4 

A 4.3 5.2 6.6 6, 9 

A ふ 3 巴， 6 9. ,(;_ 。侭。〆

A 4.3 6 ;, � 伊 I 8.7 

B 13.0 17.2 。υ. v っ 2L 7 

l�'2 7.6 9.3 11. 1 13。今

131 10. i 33.0 33時 2 38.3 

�:t) * 自宝石J溶泌総の Carbol1 H:てと主薬会有機 Carbon 1こ対する% -c示したの
支出narks : * The carbon of a立id soluble humus 18 expressed as % of tota1 soil organit carb�. 

H盟504 (30 oC)および N H2SO,1 (75"::!::5 0C)拍 t1'， の村 .lìjjUま， 3; くの場合上:ð.\の;滋{i4'( 比べるとかなり崎

大在、示したがp その程度はそれぞ才!土壌どとに~1なってい fニ。

自主下ざ号者 j債の 1又震はi司 LliirIüíでは，表騒土よりんト、j同土フ))Tが大きかったが，各斗工法ごとによむべると話HJt

ポドゾル B1 がいちじるしく多く ~ !J.}:i-ち土壌 Rh B~ ;:た;色~}-域および).g 1.~~~t1よ1

なり高い憶を示した。

以 i二の結果から，鎗;者l立自主 T:IT T-'d;腐巡のíEJl益法として， N H2S04 24 崎市]30 0C 主!ll!lを採用したり これら

の操作ーは 2…4 で主主ペたj 主義の目立 Ca およびJ:lì1 R20S のためのJ31J処迂!とレて rlij時に行なうこと にし允

14. 鶴植の形態および分析方法についての筆者の見解

14-1. 務緩め形態について

わが悶 iとおける )i~~~:ô:の研究;ぉ 1f} 2 tx大戦後しだい?とÝr*んになったが， と才L らの研究ば 5IM仁川g5) , 

Sf'RJNGER部)M) ， HOCK，n71 ら 0) ドォ くみ，その影響を強ひょをけているといえよう。

かれらは腐植，授の色調宇:護持ょして，潟j潟語必4お桜削f

怒綬tト一捗寸B恥umi弘n の削j版p医附iむiにζ乙3 荒色ないし湾赤E潟f台fち:jJカか丸らふ， 褐色ないし;累蒸烈+潟誌色Jヘ\としfだ三f、い lにこ;'\m黒?忍、イ色:6よの f色生淵がi喰台力加日するとい

う;蒸法ヌ本ド自が約夫句Jl:なよ'd~;考考ちぢ‘f又ブ方'y、;にこ守立がつて' それぞれ分析および表示万訟は累なるが， 主な Great soil groups の潟織を

色調のTkiから t底的iと lf'1. 1号する ζ とに重点在おいた。

一:ぶ '1、YURIN切を中Jむとするソ漆学派の研究がわがいHζ紹介されし始め fごのは， 1950 年代の後、(去であっ

P了、 tlJ
Jぃ o 1. YURIN bituIl1cn (eth乱II 日.l--benzol f.la Fraction 1 



災体|二壌の総統に i潟ずる研究 第 1 ~:;;~ (刊行 1 ) - 47-

(滋離 iお板。， Fraction 2 (C品 ìVJ 絞め Fraction 3 (R20S 裂潟品川および Humin ，とほ分し泌総の

主主体の主1115えそ!1~'.Y-J (.ど打~t51することに '{0~点在おいた。カオ L はソょWiにおける Gxεat soil groups の波茂的な

分:(11と防総の:%LUI\ととの問 l丸一えとの法け1がある Y と在、明らかにしp 士)~(]) !lr~ 1<<1の研究 K~ j:J して新 L:い :t/

1ら]~:;示し士

る f~i域諸国子の:必:~W[ふ u尖の腕純正)11 Ltl<:�Wlr!l ，~，こも fμ と L，その XTJ:i ノiしお植

の総淡 fこ iおされるお内的な [fiむ F玄戸上t)と-して i潟{符4引k槌)立lU殴1勾主江の))光\::;':y:(的J均什十性i

あろうとす￡る、 /1法l(七木{的子内]な才ろ汚5吉P え/万j は， 以前の報fiJ11) と会く!Í'íj じである。

第汚の ilíH設の給!北で l士、 IJUI の環境諮問 j二の影<}S"Tご l二ぷJ同校がiltf.Î しIてぜ、ると考えろ ~l_ 之、初 f己決+;~

1~ :t3 よぴポドゾJレおいては，布f'[OJM1JJ.九と防総肢の光学的↑山j(とは?相互に伎1;:柱ti が見られること

むi 切らカと::\オしてし ι/_'_:; ，";

ドイツ午 κおよびソ J苦学 Ji( çi)研究 !J，いずれも F とし T Great soﾎ1 groups を対話〈としている「 しか

し，わが「ほの縁体 i 協の紡そ研究せる介に{丸三's. Great so匀 grou開会対象とするだけ~では十分でな

く》さらにマドとしてにもふづご yk分際J誌の粉iさによってXdl'ふされた予閉じ soíl group に j必ずるお縦

三二壌( !:Ji1f'il，'i)) の時前!日)4':'f Ti! ， i:'II)jらかにするば、袈!?と j自られる!辺合も，少なくないであろうと忠われる。

jLの 'llì熱将村、 iL 尚南*のm支払i干;j~t目立渓樹林司J ヲ本州Sk;lt '~1)および北海道濁

南のi答者j~JJ;'紫外j林市，および化財ltl. r.1-'.l f~S以jじめン[:';!}'k'!:'i;仏政 i 禁樹林ri;Jまで，気候条件の;tfli{，nと応じて

変化:ど 71Iんだj)く辺分 i\ì が 52 られる。主た ÜI岳地域においてはp それぞれの地域における .'Iê地の森林;号jn か

ら， マも.j.Hz >~~ (.と礼、じて朕 f1i:'1JrJ!性告[さき料、平日ヲ五日制、 lこ女 .rJ)t~) までの分:(ji 均'sl られるつ

おらにこまかく見ると， Pl じ殺.t;Hむに属するよ{~ノ7でも 3 気1~もその HI;CDf区域記子がかなり異なる場合も

少なくないcζ のような気配1::'1 森林~;!VL ， liJ.l J仇そ

rijj ~むわが協の森杯二i二 1'1誌としとは茂樹しなければなら t(い約jJ訟であろう。とのような jl:.!誌に立って，?有森

川;:I:J:l~の潟和、iの形態と去り!らかにするためには ， Jfi-~';~~Iの質的および議的な 2 つの ifl\からのF

要きであろうと忠われや ω

14-2, 際績の形態の分析方法について

潟村、の形 j恋心J分析jj;「ょとしては含すでに多く心γ1f!去がJ;{:~~~ (.~れている。わが[!;]においては弘法約六三jJ

}j;3V:> 史民間法19/ ， !l¥.t)i ~ j i:~1r奈iJ♂ ) i'f;:J/q T 1Jわしているが TYURIN ìt出 PO :Nm品E耳、は il2)81J がJLい

られている場介も少なくない。

':]LiJ~ 倒ゴ〈下ム 3V ， f~~ HJ U~l&) r;-;J.: ni;j補三ととして としてはタぐヰしているが，

ﾎJP f?¥ t!li iI.l であること， く ζ とへ会 fractíon の定議に KMnO. 悦fヒ満たし!くをよIJ い

ていることノギの iiiíで，謙抑乙 i 分t\ i，i\!j込を10'える l己主らなかったむ

TVURJN'll法は，協憾と J:，J表会，Vf~î効とのTKl;合状態による!三分および潟桜の井成心的?で[:1，その会{みを 1日止

しず手る lZですぐれているが， irià W!L般の)t/t i'IJ'tヤ到の分析与を欠く点、で物足りな与を!ぶじさせた。

筆容は TYURIN 法:こ，l6 弘前ùの主Jt)5えの定;止と，弘法“大お法および熊 1I1 11( !とよる泌総般の :)t/jf:約七L債の

と:FjjJ':'~そを組み合わせることによって I 述の日日-'0 ~と対応し得るように， 'ltf 訟の F( iJijの力去を改良すること安

i!i'iWi したハ しかし， 1'yu引 N itが非常に多くのIl争開と!労jJを姿ずることにそむが認められた。ソi1\におい

でもその1支 PONOMAREVA2) 31) ， I:(ONONOVA および BEじCHiKOVA1ID16}抑) }，こよって， I司法の f1耳 fiE1じがも交されて

常1 !il';fBら 23) Hその後結合潟幻;の定去を付方日している。
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いるのも同じ腹自によるものであろう。したがヮて~ r;:fj ?1ミに;高般のうに学的性質の測7立を総み会;hせると，

とは， ~:fu;~(を J功i之するものといえよう。

今芸者は TYUR!N :(:去の簡便イヒを u 約とし七，今までに提案されている多くの分:t!r7Jì去について検討した結

来を 3~13 )と示し， また筆者がま1ft，ょに提案する方法は 2 )ζ 7i~ した。 とれについて， 星空約および機iさず日る

と次のとおりである σ

。院の111111'， 1よーとして招集されている多くの方法のヰAで，無機開設塩または有機殴協による I民!ilお条件

トーの検出{む潟j憾の変肢の魚倹伎は少ないとしても) 311] d~ ~~設が少ないために， 1詰アルカリ抽出と脳績と紘

告している くための，無機;腐ないし駿1~1J処恕の組合せをf品、なければならなか(た。

2) 稀ア Jレカりお!日;の i訪れ、に熱他社1ぞc.行 J~r うか》常

ρρコ分かれるととろであろう o 舎をが前線11) (})I![ τ#~41古川 :;;ë. 30 0 C tlll!l!?と改めたのは? << 

クト ;Vの特徴がさらに明りようにさミされること，立の変性の危険性がさらに少ないであろうと考えられ

fこからである c

3) 稀アルカりによる l向転[の抽出 iζ際し‘て，引きつづき稀アルカリ i;titr \'とよる各 fraction の完全なH!

f討を行なうことは，多くの時間と労々を裂するために採服せず， O.4N Na2Sül 博被:;ごよる洗浄を採用し

た。 そのために， 総合摘の定義のi話会;とはiï次Íflì 11\をmいずに， {i惚伺B別i日J 持油11出i守j 宅悲旨F照百いてでe選l隣殺まr よよ司び 4名各1与.M給占合i潟潟

;績者のイ合干議と滋奇紘|在f腐市材俗i主;喧

4心〉 εtぬha引n泊01.一一一 tl悦〉光ε印nz奴oえ1 j柄111/出!5; 物:ば立 1樹t針JRね旨〉 口 ウ主お3よび I叫油d出桁情?で>tごぷlナで?ぽ立なくし尚j泌5引1縦楠t向削l矧罰椴空キおJ よζぴ百ブ fルレボ?喰皮 Gのコ一 í~ß も

含まれる ζ とが認め~}れたので， ethanol-henzol 十点めは限り入れなかった。この点は 5 で述べたように9

!l_t[植後およびフルポ燃の:之さおについての名研究者の考え方によって，決められるべき問題であろう。

5玲) わカがq:凶司のι止L命土淡奈の眠肢収乙;二t摘

る 4引n羽13)引)1附8酌〉誌拍叫o町〉河別g幻初1わ)叫船).叫)、O わが[作凶ト凶i の4治森1~.1以'ÿf什.t土淡ゑは， 般に険性が11;i く塩ままωt守 JW"が巡んでし 3 るので， Ca !f!紘椀は

少ないと考えられる ο したがって ......1~史iζlま Ca きさと R20S 月'J燦捕の会主主 (Fraction 2 十 .Fractiol1 3) 合

会結合潟織として求めればー-r-:?;であろう ο との滋合iこは， RgOs 持主主が緩占ずるものと考えられる。 し

かし， pH 約6.0前後， C乱飽皮約50%以上のようなわがi自の必林土壌としては，説法(i)京寓な i二mでは

Ca 績の註f怠:も必袋であろう c

KONONOVA および忍巴L'CH1KOVA.い)]，6)30) の O.lM Na4l'207'O. lN NaOH 滋.(子液による取れ古のJ'1Íl!B iむ Ca 

オ:~，l(}Jj fl査が後点しているごとミ裳て、 lむ弐2!均二および Ca LP，することを認めたが， 一!没心**林ゴニ

上去の9 潟:hÊi (ì)組成立)7ヒ:監 iこ)tjいるととにはt{f点 ißi認められf二円l

Ca 11~:Ui凶慌の工主主主には~ T<YURIN 1j_~41) の N Na2S04 i#淡のPí]処泌で Ca 1iit, O.1N N乱OH 溶液による

j性liHがもっとも適当と忠われた。

の わが隠の森快こと}長では， (Ca 恕および R20S 重1) 1-7::有率はとくに潟いものでは

ないと:巧えられる 11υ I(ONONOVA ら lõ)80) は， R20S :1'{ や (Fraction 3) は名 Great soi.l groups につい

での特徴的な Fr且ctiOl1とは考えていなし、。さ存者は R20S l1'，I i(i!'級が潔淡路条件の影響と p どのように関j乏

しているかはまだ十分に抱掃するに歪円ていないが，長種こと壌Wjないし各i 壌の各!開立!同における ζ の

Fraction の変化l立。必ずしも減;弘味なものではないであろう亡与えている。

'I、YURIN ì主の Fractiol1 3 (及203 主i潟!tUl) の氾畿における H2SO壬加認処J'l1と， NaOH 溶液抽出のくり

かえしについては，第 2 問自の N H2SO釜山熱処王山とぶつて，新たに NaOH í沓抜液となる)偽コ総の:設は
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きわめて少なく，河持;c N H2SO会加熱淀川1によってぬ制緩の分鮮が!:tずる ζ とが認められたので， との

くりかえ L， fご c

霊安:t~~'. がR.20S 怒 jばが[ (1'rぶ:tíon :3)のえ7ti之の智子 lι ョ 自百!Ii1ß1Ci);条件としてちr H2SO. 24 nj" m� :3む℃を兇い

たのは]、YURIN 乙t~の仏 5N H2SO益己主処延長よりとくに多くはないが]え208 型泌総の以;議が多いこと君、ふた

N H2SO, 2H&rUJ :30oC cf)場合 lとは路線燦の分ijイが認められなかヮたからである。

;!と， D! らお) iま O.lN N乱。H 裕液そmしもて iJmW\ li!l!おそ行なった残主主を. O. 1M Ï'烈b向妥♂p九》込嵩ひす;裕f容?液吃会~;烈おいて D加口 j熱~U:ふQ.~ k 

引必約lU出H そ安号{行jlだベいれ記i f合合 J尉芸為為11悩!fほf在iιのJ込定三;濠3 司そ?μ行巳 7な三

キ布焔If自;h[!山i仏j3のコ 1滋込泌i イ合:'1 ~にどfむ_， I玄ミ203 パ科7持向匁ヰà針抗J':バ;主u1在[0む〉ゴ:出:じj l:h/が，式t 五従認E忍J花めかぺたこ と O.lN Nu.PiJ1 えによる災;ilU� U) tlﾍ: th はひず lN

NaOH 溶液との滋合液より低 S"すること J Uなえß(D}lliæ~'こ!二って逐次桃山本ござけたとと ~~g; 0) HtI rlJ \'とよゥてき

)'i~in ろの方ぞ:30 VC で ìD試することは守交際!./t::. 0 

?) ~後ぷI (f'lu) !})ζ廷にて、いては， N H2SO芸術;:['，合" Hlt 、て， Iえがお ?J~~泌総のXt: J~t �) ïjíJ必umな総

ね』で ojJ なうととにしにくとの場合 lとは， cJ、 YO.RXN 土記、の 0.5N H2S01 七1) 日 1 より 4又 f%l(土~i7 :j>::}.よきくなるが，

そ(DfIJ;&it と< {ごい士、じるしいも Uコ ~C;，まなし、

7続可 d~Ji0~)! t'itf' 立 pod.zoHc fd~ t, � r_ lateritic なL撲ではとくに三;く， ζ れらωニL議G':)特徴そ f工しているとい

われている $ß) S'!)，!1)ハ podzoliじなl:域の三抗i O)~j)なくないわが溺ω点け人L漆で;らこの fractioD の定52は

没怒なIEJ)t~であろう。

8) fractl.on.の足立設 10立百-ìï ，lrtil.1.)まよび、./ :!J:~i.JR と rtil松山 K2Cr2(み酸化総定法>'ié'PJ い f了。

K2Cr20，酸化ぷiiítfJ~による名:U}~()) Carbon !査をÎI!:rごと~ ~l手::r\燃:t1t法とど己べると 9 潟弘元気休ことおよびぷド

ゾJν 等で(j:ほほj三日立 iUfょ銭安ノヂ~.tlr).~ 込i!:，.H奈の場合lこは低いことが泌総されて"、る 12) 。 ζ のJえは iRl，l!'，二仁

一、 ";..'い白 1 一 、，許戸 で，

r勾~.())}F持iν~'i[目i コ志t五~) /-c セり) <. t 患のやj叫擦の場合よりも iらCrz()7 1!変化 iζ 対する tlIi花力が大きいこと安7j\

ずものと tほわれる。 しかし.'~ ，j::擦の C品rbon ;，と !41法として.mJH ;:<;れてし、7;) K2Cr2り7 鮫 (tt読みて法佐用い

て， 持者M立):'丸紅actîo誌の CarborJ. jlt 0.) ~えv協の Carbon 針。 lこ対する per cent 表示安行なっととは， I釘主査

のおlhkCD-j{ ぷ法として止命 1;:]であろうと '(5えられ為。

9) Jがれó:般の以JJJスペクトんの測定範nì:l ;~:!LU)主外郊の 900111μ までJ:rL べした。一般に，およそ 600，-~，G25

mi' 1すむを坊にして， 1毛校長続|ド，))吸収治絞 λ?It(jZ }Ìirl:]ì-ご対する倣きは訟法よ;;;lW! よりおになるが， そのお二)支

は各:l:核グル、とこ lじさら;こ WÛ t:'，ニi 核グノレープ1こ隠する各fiW::t一般どとに /Þなりの約二之がJもられる。し

t~てが勺てフ d log 1らお J、びLi log K2 :ま p カな治傑として役

jゾつも(/)と X:l，われるの

10) Rf ;主的幸kl<Jj 様n=.::，

し、る ζ と lとしたむ

Carbon 10ûmg!l の波浪去の #~i伐に換算した 60()τYI;tの吸収係数奇fE

1:'í，おわり iこ

り との報告はわがIE!の森林土淡の， るために，今まぜにJJどおされてい

る Tt[々の〆_}/Ì去について*1i~討した絞Hらおよびそ♂れにもとづいた)Îjî' しい分ff( ノj j'去の絞'灸ぞlü1:s' したものであ

る。

2) 之な検討1Jr羽は次のとおりである。

i ) 仏 lN NaOH 波紋による 30'C 出 fij と)][1K1¥ hll !Ji の tt絞n
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ii) O. lN NaOH 溶液24時間 3む"C 抽出における t~1 出倍率。

iii) ethan臼l.benzol おIlillの影響。

iv) 0曜日，f Na4九O'I-O.IN NaOH 混合液抽出。

v) CaIt1腐植の定量法。

vi) R20S ~型特植のJt議法。

γii) )雨続酸の豆諸30，濃度およびiai皇;lζ対する安定悦。

viii) 

2) 以上の結Jfし次のような潟植え〉分析方法を採}ねすることにした。

i) N H2SO長 24時間J 30"C lìiJ処滋後， O. lN NaOH iW液 l 夜 30 0C 抽出!とよる港湾1t +Ca j村田j-.R20g

:~w.r隠す{の合廷の定鼠) N H2S弘前処混然液をj司いる

ii) N Na2SOf，溶液241吟r:日 30 QC 前処J:'f{丸 O.lN NaOH i芥波 l 夜 30 0C 納 Lれによる遊隊および C品

現場5憾の合最のjど最〈

iii) O. lN NaOH 溶液 24 時間 30 0C 納 iれによる道総腐植の定量。

以上の組合ぜによる JfïWffi ， Ca 4') および民208 耳、j闘が1 よびブノレボ般)， 自主可{'1~J~富市iの各 frac.

tion をそれぞれ;Jとめて， )潟織の来日Jtえを切らかにするつ

iv) 各店話相!nwを潟淡について近赤外-m)~ 日J:続的および紫外部について l汲光皮の測定を行ない， .d Iog 

Kr, .d log K2' Rf および汲光 liil線を求めるつ

め らuーの絢槌の紅l成および潟地険のうも学((JVi:Ittの組合せによって，土壌の肉J慌の形態の特徴の抱擁，

および各磁土壌将LIf.の級í]1jそ行なうため分析方法を Mfi立し得たものこ忠われる。

，f\;jを終わるに37こり， i主連2 なÌ'f'*言iの二Llえを分、勺もして下さった本j易ゴおC1ß土壌淵資科長潟局忠NLtおよ

らの感謝をささげる c また，との研究モーff寸ように 31i たって多大のご配

慮住いただいた ~~j 文場の各ち'[1;(感謝する c
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Stud�s Oll H明m現品 Form of Forest SoH Part 1 

On the exa孤inatioll of al1alytieal method for tlw determﾎnatioll 

。f hum附 fonn 説nd a proposed impr帆γed method 

H叝osh.i KA W ADA 仏、

プ!urnrnary

L 1鼠trod担ctlOl1

Previou出1)1" a ¥vork on the cütr己lat.ioD beいVむCJ.l 1.hc type出口t' soi1 of 1:he brow n fo.rest soì!s , 

j)oι1zo1ìc soi!s , and hlaしk so�s (/l.ndo s山ils) and thdr humus fonns and chemical propert�s 

ﾎrom the p巴dological poi.n t of ~-l{ev，/ ¥v"as donな by the 礼lühoym to rnake deaヂ the rnutual rela~ 

tiOl1S of the taxono江jíc position of each type i)f soil, al1d tトi ピ :tollo'iNl:n.g results ¥vere obtaÍn己くi:

〆[、he efkcts of I:h己記llv:Îxonmental factors，巳日pedaUy the topographíι乳 l tactox¥ causc dea:r 

ζli.ffcrences 口 the hl1l:o.us fo:rrns and chernicλ! properties anlOl1~{ the t:vpe日り士 soil of the brown 

foresl: soi.ls nnd pりclzoiíc soils , But thos紅白f '1え註ck so� axe unaJj飢えed by the environmental 

i.n f1 nences , 

Hemarks; 1、he tγpe of 8011 13 a l1nit type of εvery great soi1 group in the forest so匀 classific.ati�Jl 

$ystem of forest soi1 sUfvey in our country , 

Af ter t11a t tirn記 the p以lo1ogical stu.cEes on t11e rとd~yeU口w soi! gyOUP and wet podzolic sc�1 

undeI棋会克己8t 旦dv品llceO J 芯nd S0111� soils ¥vhose g巴lleUc乱1 proc巴8ses and tasono:cnic posltions 

became 乳11 is.su日 \iVere dísco-'，reredγhe humm; foyms ()f these so�s w日γç left blanlc Soule 

ど19ric1l 1tunü rE'呂己乱rch巴rs pointecl to dífferellcc日ぱ humus fo1'm ()f tho humic 乱llophane soi1s 

(h1品ck soils~ i~，11do soils) in de.pend.c'.fice of their geographical distribution. 1I仇t!ever ， these 

problems 011 th色 fore抗告のil were stiJl 18ft f or 1'11 tu閃 claγificιüo払

The rec日nt adv呂以:es of the pedological stud冾s 01 the fi}τest soil and 1:h08e of humns fonn 

prompted tht' auth口 r to ,mpplement l� preY)ous ínform乱tí.on ， I¥t the beginning ()f th記sc

stndies, the auJho'( 弔lVished t� establ﨎h th日 most sultable analyt�al nー\etl1o<1 fo1' 011'( i'or巴8t 8011 

by the exan佖atlOIl of the vm:ion日 methods prop<昨日d up to th日 prest'lll.

Th� pape.r dcaJs wlth the 誑n1ts ()f the examilla�n and a 

proved method , 

。( a newJv im内

2内 The analytica! metbod for tb苦(leten世ination of hllm輔自 fon政 P:rOll申告 ed by the autho:r 

::: '1. The f:ractîo政atí.o泊。f hm鴇!Iß

Th色町ltho[ 品dop工巴d- the fractio:nat卲n of .hurnus af.ter 1"-YURINHヘ lt w孔s as f0!10W3: 

1) f-la: So.called the add solnh¥e Ìlllmus , tbe fulvic 旦dd-1îke 日ubst.a.nces extracted v .. rith 

dHut己立lÍneral acid , 

2) Fract1.on 1; So.calIed the free hmnus, t11白 hmfω a山1 (11市1) and れわ ic acid (f1) 

己xLracted with dilute NaOH. solutioロ vlithouτany pretreatment. 

Rece咩ed January 28, 1972 
(1.) Kan時i Bram,h Station 
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めれ:actíon 2: Sかcalled the hurnus combined with C旦， the hurnic 註dd (h-2) and fulγic 

acid (f-2) extracted wlth dilute NaOH solution after decalcific瓜 ion of soiL 

4) Fraction:3: 50-(丘lled the hurnus comblned with R20S in stable si!ic旦te forrn, humic 
acid (h-3) and f111víc 乱cid (f---3) extracted with dilute NaOH solution after the removal of 

R20S of soil. 

2-2 , Th告 d暗ぬl'mÍl1ation 01' humus fOl'm extl'aet母d with diluie NaOまま 昌oluìion (f-la and 

Fraction 1) 

2-.2..1. Th日己主1:raction of humus , 

1、he ground, 1 mm  si日V阜d ， air.dried so� contain匤g about 200 mg of organic carbon is 

placed in a 200 ml ERLENM詑YER flask 在日d the freshly prepar吋 100 ml of 0 , 1 N N呂OH solution 

is added. Tho f1ask is tightly stopp巴rod and kopt for 24 hrs at 30"C with occasional stirrings, 

'1、ho next morn絜g 25 ml of 2 N Na2S04 solution is added alld well mixedぜ The mixture. i8 

celltr凬uged at 8， 0ワ o rpm for 15 minパ Thε c1ear sllpernatant, the. hurnus extract, is collocted 

by docantatioll and th巴 pr邑cìpitate 1s discarded , 

If the supernatant 罇 doudy, it is put back into the or刕inal f]ask , supplemen.ted with 

25 ml of Na2SO. solution and centrifuged again at. 12, OOO~ 15, 000 rpm for 15 rnin. 

2-2-2. Th記 separation of hllmﾌc acid , 

An 呂liquot of humus 巴xtract 15 pi pe抗告d 匤to a b巴ak巴r and 1: 100 volllme 珵 lIzS04 i8 
added drop by drop, stirring the s璉ution w羡h a glass fOcl. After the h1ll11ic ac� gel p:rec厓i. 

ta t.ed, mOf巴 thau 1 hr later, the contont of beakεr is c己ntrifuged 乱nd the. supernatant均 the

fulγic 乱cid ， 罇 discard巴く1 by decantation , If t110 alllount of humic acid is ve1'y scanty or �s 

coagulation i8 slow, th巴 b巴aker is left overnight at labor呂tory t日mperaturιA5 th記 humic

acid gel 1s f1oatable, it should 1コ日日日C日ssary to :fil t.or the su p母rnatant b日 fore discarding or tl1巴

loss of humk acid rnay occur. '1、h日 precîpit昌te ， humic 品dd， is wa日hed with 1 ; 100 H2SO妥

sev巴ral times unti1 the s叩巴rn乱旬以 becomes col.orless恥

2-2-3 , The det坦rminatiou of optical property of Na.humate solution. 

Tho humic ac冝 gel in the cent1'ifuge bottle and on th日 filtor paper 1S dissol v邑d into a 

100 ml 01' 501111 vo!ume fl呂sk depending on its amount with 0.1 N NaOH solution指 Na-humate

solution 罇 di1ut以i with 工he same solu t.ion, if necessary，品nd its optical densitios in the w且ve

length 1'egion f1'o111 900 to 2::50 mμare determi11ed within 2 hrs after solution. Th日 ros1l 1ts are 

expressod as follows: 

1) Th告 absorpt1011 curve (log kー λcurvo) ，

2) The colorιluotients (01' co!or ratios) ex:pressed by 410g k1 = log k4oo-1og keoo and 410g kz口

log ks5o-10g "8叩 where k1仲 ks田， k650 and ks印 are absorption coefficients 品 t 400, 600, 650 and 850 mμ. 
They represent the inclinat卲l1s of th日 absorption curve against the wave longth axîs , 

3) fミf 1S exprossed with th巴旦bsorption coεfficient at 600 rnll of the Na寸lUl11丘匂呂olution

containing car110n 100 mg pぽ lítter. It 1'ef!ects the relatlve �tensity of color dopth of Naｭ

humat日 solutìon，

Remarks: dlog kj is the same as Jlog k after KOBO and OIlBA31) and K1JMADA21)22) 

2-2• 4, The 悶rbon d日te:rmlnai:ion of humus e.xtγad a担d Na-humate solutÍon ‘ 

An aliquot of the hUll111S extract and Na.-hllmate soJution, rospectìvely, is pipettεd 絜to a 

100 ml ERLENMEYER flask , n色lltralized wlth N H2So'I and 己V品porat巴d to dryn記呂S 011 a water bath , 

lts carbon content 﨎 d日termlnod by K2Cr20, oxidometryl0l , 

The carbon of h1ll11US fractions 﨎 calc1l1ated as foUows: 
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humlls extr・乱じt C ザ hurn兤 ac冝 C ェ (f-la) 寸 (f-J) ェ (A)

humic 乱cid C= (h♂1) 

(A) ー(f…la) 口(f-l)

The determinat卲ll 01" (-..1a 﨎 descr�ed hereafter in 2--4‘ 

The CarfJOIl of humus fractions is express巴d as carbon per cent 01 the total original soil 

or広aníc carbon. 

2-3. 'l'he determiulltioll ()f hunn拙 fo:rm extr縦総d 、rith 0.1 N NaOU 語。luti骨l:!. aft.er decaldfi“ 

catioJl of 話。il with N NazSO長 solutiol:!. (f'-l乱， .Fractlon 1 and Fraction 2) 

"1 、he same arnount ()f sample as tl乱t des正 τìbed in 2-2 is plac杭1 匤 a 200 ml ERLENMEY匹狼

flask and 100 ml of N Na2S04 solution ì出品dded. The flask ls t刕htly stoppered and kept for 

24 hn勺 30"C with occaslonal stirrings. The next morning the content of fl乱sk b c巴ntrîfuged

at 8, 000 rpm for 15 min. The clear supern孔tant is cojjected by decantation for the detennlｭ

nat�n of N Na2S0長 soluhle carbon. The r巴sidue is added w1th the same solu t.i.on, stirred w羡h 

a glass Tod, left fOT 30 m絜. and centrifuged. Th日 supematant th13 tÍmむ is disc乱rded. The 

washing of residue is repeat町1 リntil Ca �n re乱ctlon in the supernatant disappe且rsぜ Morと

than ten times of washin符乱re n日cessary f<l1" Ca rkh soil but t'our 01" f1ve times arc sllfficient 

f()r our llsual :for巴st soiL 

Aft己r that, the resid� in the centrifuge bottle 18 returned into the or竑inal flask with 

100 ml 01 O. 1 N NaOH solution. The extraction of hl1.mus 1s perJ"oτrned 匤 the same way as 

that d金‘scribed in 2 2. '!、he l1ext mOfning 25 ml of 2 N Na;lSU, solution is aふied and the 

m�ture 18 cel1trifllged as describ釘1 1n 2.2. The rεsîdue 1s added with 0‘,1 N Na2S04 solution, 

st�ring with 乱 giass rod and centrifug'ed. The washing is repeated unt.il the 260 m{ volumetric 

flask where t.h巴 hUD1 uS extract and w日shing so1uHon ar日 collect巴d is f�1led up. 

Remarks: The authof usually used a 'JO ml c.entrifuge botHe and the last 事.'ashing solut卲n of most 

品oìls was alm皛t colorless but that of the black soils was still fa�tlv colored , 

The :mbsequerサ procedures ar巴 the same as those described in 2. 2 . 

• I¥n aliquot of NazSO, e文 tract is pipそうt:ted into a 100 ml ERLENMEY間 f1ask and evaporat日d to 

dxyness on a water bat11. Its carbon content � determined by K2Cr20 , oxidometry. 
The carbon of humus fractior¥s i8 calculated as follows: 

humm, extract C --1 N Na~SO! soluble C"コ f寸担 1. Fraction 1 ん Fraction 2 匂 (B)

hurn.ic ac禔 C" (h 1) + (h. 2) = (C) (C) 一 (h 1) = (h-2) 

(B) … (C) = (f-l乱) + (f-l) 斗 (f-2) = (D) (D) -(A) 一 (f2)

1t is expre自由ed a8 carbon per cent of the total orJginal 80� organic carbon. 

2-4 ‘ The determinat綷n 01 humus fむrm extraded 胃ith 仏1 N NaOJ:I昌olution a:fter pretreat陪

mel1t with N .H2S(んが 1a， Fract卲n 1, Fraction 2 and Fractioll 3) 

The pretr 巴atment is c旦rried out in the 8arne manner as that. descríb日d i11 2-3 with N H2S04 

in place of N NasSO; solllt�l1. The ne文 t morning th巴 coutent of n呂sk is centrifuged at 8, 000 

rpm ior 15 min. The dea.r supernat.ant i5 coHected by decantat�n for the determination of 

乱cid solub!e humus (f-1a) 

The wa日hing of residue in the c巴ntrifu只e bottle is rep日五ted 官]th 0.4 N Na2S0会 s日lution

several t�es as described in 2-3 until the washín疋 SOlllÜOD becomes c010r1e85. After that, 

the r日sidue í日 returneà i11tO the original f1.ask with 100 ml of O. 1 N NaOH solnt�n. Th日

日ubsequent procedlll 色s are the sarne as th080 descγibed in 2• 3 

An a1iq uot {)f '吋 HsSO長巴xtract is p� p色tted 匤to 1001111 E決LE.NMEYER 士lask ， neutraliz也d w咜h 
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N NaOH solution 乱nd evaporated to dryn巴SS ou a w旦ter bath. Its c旦rboll coutent ﾎ3 detβr­

:rr�ed by 1く2Cr207 oxic1om巴try. It expresses the acid solublεhumU3 (f-la) 伺

Th忠 carbo11 of huml_ls fractions 113 calculated a3 follows: 

humus exしract C=Fractîon トトFr丘ction 2+.Fract�n ;':¥= (E) 

humic acid Cロ (11-1) 十 (h-2)+ (h-:'l)~" (F) Cめ一〈じ). (h-3) 

〈均一 (F)= (f-1) + (f-2) + (f--3)詔 (G) (G) 一(f-l +f-2) 口 (f-3)

N HZS04 3oIl1 bl日 C広 (Ha)

It i3 expressed as carbon per c記nt of the toむÜ original soil organic carbon. 

2“ 5. lVIisceHa取eous

Th記 complete extraction of humus fraction wlth the repeated washing of the 0胴 1 N NaOH 

extr品cted soil residue with 0, 02 N N乱。.H solu!:iol1 untll 1:11εwasl札口g solutﾍol1 b巴came colorless 

had been ca1'ried out after TYURIN'S method41 ) 司 The author examined h¥s method and found 

tha t 咜 1n vol刊ι1 丘 gr邑a1: deal of vi'ork and took much time; so he adopted tlぽ washing of 

the soil residue wlth 0.4 N Na2S0. SOlUtﾍOll. The y福ld (lf 日xtr乱ct号d hmllus with th色 a u.thor's

method �6 lirnited to 80~~叩96 of that く)f the complet己 extraction 品s desc炻ed hereafter in 5 祖

111 th邑 author's OpÍIl ÍO!1, to compare tll巴Ìlllmus forms ojγario l_ls soi18 and to g位t th色

iuformatioD 0 口 their char2.ctedstks would be b巴neficíal; howeve1', he had to ab品ndon the sucｭ

cessîv己 extractíon 01' humus fractions. 

'1'he author sugg呂田ted that F1'action 1 was dominant 乱nd Fracti.on 2 and 3 we1'e littl巴 on

the humus composit卲ns of 011r fon治t 80i1 in h﨎 previous reportl.1l. A few forest soi!s C011四

tail1ing abund乱nt Fraction 2 as described lat巴r in 9 have been :found up to the pre誅t tim巴9

but thei1' d罇tribution w品目 very lirnited and th巴y belonged to the specific cas日 in our country , 

In the author's opinion , t.he d巴termination of the Sl11Yl ()f .Fraction 2 and 3 by t11e m巴thod

d邑scribed ill 2..4 would be sufficí日n1: i()r t11e humus form do.t邑flnin乱tion of our llsual fo1'est 

wil. Th色 det.巴rmìnation ()f Fraction 2 should bo. nec出8ary only Oll t11o. fo1'己st soi1 rich in 

exchangeable C託 (their 1'ato.8 ()f satu.ratIon are more than about 加%) and with high pH 

valu邑 (111oro. than about 6. ü) ー

3.. The analys睦d s器限ple

The typ記 ()f soil 丘nd chemical pl"operty ()f analysed soils werc cxpressed 1n T乱blc 1. 

〆1'he1r detailed information wi11 app巴ar in the fol1owing reports. 

ふ The effect of rate of hum祖母 amoll.ut of o゚i1 to e瓦白紙ta臨t voí混me ou the 

humus form in 0.1 N NaOJ主 extrad

4-1. The ohj記ctive

'1、加 follo明ring exam�ations wer巴 carried out to m丘ke dear the effect of the rate of 

hUlllUS amount (organ兤 c旦1'bo11) of soil 1:0 the extractant volume on the humus form in O. 1 N 

NaOH ext1'act for 24 h1's 註t 30oC, 

4-2. The Ilnlllytical method 

Four sUl'face soils of var卲us so11 groups were analysed. 

Thc volumεof 0.1 N NaOH solution flx色d on 100τnl and th日 hUl11US amount of soil (organic 

carbon) w♀re varíεみi巴出 330， 200 and 100 mg, resi削減velv. Thl.!s the rat忠告 of ca1' bOl1 to 

思xtractant w e.r記1. : 30む， 1:500 品nd 1 : 1. ()沿O‘
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'.fh巴註nalytJcal procedur告s ¥vere the 8乱行l.e a3 thos己 descrìbed ﾎn 2川2.

4<3. 1'1:1<.1 r邑sult 品:nd discussion 

'J、he results wer巴 expr丘ssed in '1';]b1古 2 ，

'[,he yie1d of humic (h.1) and fulvic (f-1a and f-l) acids wa3 sl刕htly lncr己ased i口 the

followlng order a3 1 : 300<1 : 500 ::，に 1 : 1 ，む00， Th日 (the ratio � numic ac禔 C/fulv祥 acid 

C) , color quotientl; and rミf: were almost th申告a:nlE~ ín 乳11 extra cts ()f 己very 5011 町

Co日告.1.derluf主 these r吉田\1.1tふ the author adopted 1 SOO ~1 詰 l11e standard rate f()r the humuお

そう xtraction

5, The d'f.恥ct of rep桂昌総品 extra吃tion with 0.1 狗 NaOI主語oiution on the nl1殿山 form

D…L The objeciive 

The repeated ¥vashing of th己主忠sid.lle 巳xtracted with 0 吃 1 N NaOH お )1 以 \on until tne washing 

solution bec乱rne co1orless with 0.02 N NaOH sO.!l1tion was adoptとd hy ]'-,{ URLN i�. his a:n品lytica1 

metho�41l. 11: was sa冝 that from s喆 to twentv timε凶 of \vf-tsh.in詰 sﾌlould be n己む担ssary for the 

cOI11.plet官官xtract1.on of hUJJlm;41) 匂 1、he aut.hor りbtλ1_ned sinl i.h土r resu lts O!l 3D札12 forest soihむ

1:00, The great dcal of work and t�e \nv01v忠仁1 for the じompletな巴xtT日 ction would be れ cumbelぜい

some po絜t for 1.h合 d巴tenninatio打。f humus forγn， 

T、h記抗\1tllo1'、む品rrìed out the f白liりい

むx五Eばractiorね). wi江th üλ'ぺI. N NaO奴 s以011ω1tiOりm 01口守 t計h総e hun官lUS Ú戸'0汀rJ1Lε 

5~.2ぜ The 説nalytic晶1 method 

す忠n surface and lower so匀s ()f var�us soil g1'oup出 we1'む anaJy討ed.

1'he fiX8i:記xtr(.:ぇctioηwith 0, 1 N NaOH 301ution Vi'a3 thc 3am日日日 that describcd ln 2-2 , In 

thc present ì問刊誌nce the centrifuged res�ue ¥vas l,í\-""H.shed v.;;ith 0.4 ト;- Na2S� soludou a3 de. 

scr神ed i託 ')…3, Af工er t.h ε vvashing~ the [{叫3id リビ was l̂eturned ¥11to 1:he original f.lask w咜h 

100 ml ()f (), 1 N .NaOH solu t!りn.， Thè 哨~cond extract.ion ¥-¥lHS dOl1C in the s初日c rnann己主 as the 

f1.rs1: 0口e using 0, 1 N N乳ono匂 4 N Na2SCJ! mixed solut卲n for the W<è日h，すhe last wash匤g 

-solut:ion '\va出 colcηless in. every soiL Thc subseqllcnt procedures \vθre t11e s乱れ1.(; as those 

df~G仁rib以i in 2-2. 

53 , Th愈 re自ult a:nd disctl自蕗Îon

The resul1:s wer己記xpre3sed � T日出店 :3 and Fi芯上

'1'hε vield of extract吋 hum.us and hmnic ac冝 1.n the sec白白d むxtract was about 10へ 2096

and 1;シ叩5f ot that in the �t ext1'ac1:, respectlvel"ら on the i1T出lysed soi!s はじ叩t A1 and 131 

0:1' Fukuyarna pn町323g 日;pedally the 1設tte工 '.fheir higher y冾ld t11an that of ¥)the1' soils might 

be on account of their ;土bundant Frλctìon :! cOIltent as expressec1 � Table 7, Th配 i1' partia] 

decalcificat卲n by thと washing ¥v1th N乱2S0. 801ut卲n in 1:he f繒st extract卲n 1Tlight brlng the 

partia¥ sol ut綷n of f、r札口ぷJn 2 ﾎn 1:11e second NaOH ex.tractlon. 

Compar絜g the uptiι3.1 prop と rty of hum兤 <¥(;冝s in both 日xtracts， 410fT kJ, 41oi!: k2 and Rf 

were fairly di:ffercl1t w咜h 80mo exceptìons , However , noα'1'1a1n trend was found on their 

alteratlon mnoug the examined so i1s , Similar results w記re obtaìn以1 Ol1 tho humus forms of 

the rep忠良t刊] 仏 1 N NaOH extracts after N H2S鶴 pretreatment a8 de日cribed later in 11. 

守L'hese f乱cts w古代 easiIy comprehens兊le by 1:he :[ol1owlng opînJoγ1 that the humu.s would 

be 品仁omplex n訂 íx i:ure ()f polymers dif:fer日n1: fxom the ~，olubiHty 絜 NaOH solution and the 

optkal prop思xty of humíじ乱cid ，

To lessen work proc日dure忠 aJ1U tり save tinl.e, the 乱ntho1'乱banc1011日d th日 complcte extractlon 
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of humus with repeated wash�l1g oi dllute alkaline solution. Jn his OpillÍOl1., th日re may be no 

difficulty to comp乱1'0 the humus form of varﾎous soils with their first O. 1 N NaOH extract 

耳s sinco 羡 contains 80へ~90% of total extractable humus. However, as stated, ho 乱balldonod

the successi v日 extraction of the remain匤g fractÌons時

6. The 母，ff思ct of 邑th晶nol晦henzol 畢xt:raction 011 th畦 humu串 f品:rm

6-1. The objeetive 

The humus extractﾎon with 0‘ 1 N NaOH solut卲n foUowed after 日thano!田benzol extractlon 

of soil after TYURlN11J and PONOMAREVA3引 in th巴ir analytical methods. TY�JRlN pointed out that 

a faulty result wouId b巴 obtained without this o.xtraction on the soils whos記巴thanol.benzol

soluble carbon was more than 5% of their total organic carbo孔 How在ver， KONONOVA a.nd 

BEL'ClllKOVA16) omltted this extraction except the organic soìls, s11ch as peat. Thoy said tha.t 

the increase of yield of 蘢id soluble humus would occur but the yield of humic acid and 

fuJvic 乳cid was unaff巴ctable on the min己ral soils withoui thls 日xtraction.

1、h母乳uthor wished to ex臼 rnine the effect of ethano1-benzol 巳xtractiol1 on the hl1111US form. 

6-2 ‘ The analytical method 

T、he so�s of various soil grOl1ps with widely different ethanol白benzoJ soluble carlコon content 

W邑re analysed。

The samples wer忠告xtract也d with ethanol.jコenzol m喆ture (1 : 1) � a S自X f!LET apparatus 

for 12~.20 hrs on a water bath as usuaL Th邑邑thanol-benzol solubl邑 carbon was ca1culated 

by multiplying 1he dry we刕ht of ethanol腕岡山01 soluble matter by O.72m41) and 1t was exｭ

pressed as carbon p日 r cent of th邑 total original organic carbon of the 8011. 

The extracted soils were dried at laboratory tempeアature unti] the smel1 of the 80] vent 

disappeared恥 1、he humus forms of ethano.l.benzol e.xtracted or unextract吋 soíls were deterｭ

mined by such mothods as thos己批scr1bed in 2-2 and 2-4. T、he humus composition of ethanolｭ

benzol extracted soil w且s con verted in.to the original soil basis. 

6-3唱 The resuIt al1d di自CUSSiOlt

The r記sults were expressed � Table 4. 

The effects of ethanoI噌benzol 伝記tractíon on th記 humus form were div冝ed ﾍnto th記 following

three types: 

。 On A1 of Fukuyam品 pn.p 3, 13 of ﾖtaki P 4 and Rl (A-B) of Kano b日lo.ngillg to the 

so吃丘lled mineral soil, their ethanol-b世間01 soluble carbon was from 2, 9 to 6. 9% of their total 

organic c乱rbol1. Theﾍ1' yield of total humic add (h-1 , 2 乱nd 3) and fulvic adci (f-la, 1, 2 and 

3) decreased 油out 6rvlO汚 and Or-7弘 respective!y ， by this extr呂ction. Theír 註bsorption

sp己ctr刊 dlog kl., Lllog k2 and Rf of Na・humat巴 solution were unaffect日d.

2) On Al. of Ni匇i P 17, (日)…A of Kawam口to P 4, A, of Midag呂h旦r且 and H -A of ﾖtaki 

P 1 belonging to the so・called organic 8oil, they were rkh ln organ兤 matter and the叝 eth乱llol­

b忠nzol solubl邑 C註rbon was from 10.3 to 17.2お(lf their total organic carbon except Al of Niim� 

that was 5.396 切

'I'h日ir yield of total humic add 呂nd fulvic acid d巴cr日ased about 10タ15 and 3~， 139払 respec­

tively, by this extraction. Their absorption sp色ctra ， Alog k1 and log k2 were unaff記cted but 

their Rf values were iairly íncre乱sed.

~l) On Am of Saij� P 14 that cOlltained th邑 mycellìai substallces and belonged to 品 rather

sp巴cific soil, its 肥thanol-benzol soluble carbon w紡 1 1. 95ぢ of th巴 total organic carbon. The 
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effect of this extraction 011 the humus form showed the samεtrend as t11e so..called organic 

soiL But �:s decrease of tot品1 humic ac� yield was very distinguish以1 (about 200;;) ami 咜s 

increase of Rf value was verv rern品工kable ， too. 

A.s a general trend, the decrease oﾍ the yield (lf humic add by this oxtr註ctíO!l was mor巴

prollounced than that of fulvic 乱cid ， and tho docr世ase (lf 乱cid soluble lmm l1日 (fl且) was little 

ex:cept (H)-i¥ of Kawamoto P 4 and 11--/¥ of Otaki P 1 

The foHowing facts were suggested from t11e above-m巴ntìoned rosu1ts: 

1) The ethanol匹benzol mixt1.1rぞう ext.ract:以1. not on1y the wax, fat and resin but a130 a part 

of hl1mﾌc acid and fulvic ac込

2) The humîc 乱cìd fract�ns ()f th，う so吋:alled organ兤 so�1s and the so匀 containing mycelｭ

lia1. substanc，沼 cont正üned the co!or]ess or faintlv colored s1.1 b唱tances extτactable with ethanoト

benzol mixtuxe. 

In the 乱1.1thor's opinioll , the det日rJ.1.1ination of ethano)..benzoj soluble C 乱nd t11e N 1王2S0，

hydrolyzable C after TVURINW 乱s described � n w口uld be profitab)日 to get t11ε .1nfonnation 

Ol1 the wholε humus status � detail. Howev記れ t11e hurn兤 aιid and fnl v兤 acid f ract卲l1s 呂re

the het巴ro京en巴ous m喆tures of tho polyrm寸s， thu8 it becomes a mattor o:f巴verv researcher!s 

OW11 d巴finîtîo!1 of them whetheτthe solub�1�ty in alkaEne solution 乱nd th巴 precí.pitabi1ity with 

add are accorded groat lmportance 01' that the solnbility in ethanol-b在日zol míxttl rEぅ is regarded 

as vital and the ethanol..benzol soluble substances are sep乱rated from. the hurnic add and 

fulvic 旦cid fractions. 

1.'.he 乳uthor om咜ted the ethano1-benzol 店主traction i n the rou 1:íロe analytìc乱1 pr・ocedur白S 内

7. The effect !)f temperature 曲n the h日mlls form in dilute 訴訟の問問traet

7.1. The objectiv母

30me researchers 記xtracted th記 hunms with dilute alka1ine solution 呂t tel11!たrate condìtion., 

but oth忠rs in a boil絜g water bath. 1'he 乱uthor w﨎hed to get information on th白色ffect of 

the ternperature of extraction 011 t11e hurrms forrn. 

7-2. The amdytical methmi 

'1 、he 乱nalytical rnethod for the 記xtraction at 筑)0C w品目 the same as that descr�ed in 2-2町

The extraction 1n a boiling water bath was c乱rried ()ut as follows, and it was the s呂m.e as 

the method of the a(11:hor's previous workll日

Th配 soíl cOl1taining about 330111g organic carbon was plac記d in a 200 ml ERLENMEYER flask , 
100 mt of 仏 5% solutioll \V乱s added and conuected with a condenser. .lt was kept for 1 h1' i.n 

a boi1�ng water bath. After it c口oled ， the f1ask w制 stoppered tightly and 1eft overnight at 

:30"C. '1、he subsequent procedures w杷re the sam記 as th08e described in 2..2. 

Ten soils of varﾍous soil groups were analysecl. 

73‘ The r'器時現lt and discu時sion

Th日 results were expr巴88日d in Table 5 and Fig. 2. 

Comp乱rìng both extr呂 ctions oﾍ each soiJ, the follow匤g rεsults w巴re obtained: 

1) '1、he yield of humic <lc冝 (11 ャ1) <lnd fulvic add (f--la and f..l) in hot extraction was 

h刕her than that in temperateεxtraction. Th色ir rates of 蓜crease of yield by hotεxtractioD 

1:0 th08e by the tempω:ate on.e were r;i.m.ilar, and they were from sever孔1 per cent to two 

times. They increas日d in 1:11e follow匀lg ord邑r as black soil , especially its B horizon<degraded 

bl昌ck soiL darJ王 red soil, wet podzol<brown forest soil 
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2) '1、he difference of C九!Cf ratio between both extract卲ns was rather 8ma!!. 

3) The form of absorption spectra of Na-humat:e solutions of both extracts was 8imil且E 同

But the absorption bauds at about 615, 570 and 450 ml-' of th日 sp忠ctra of 1¥; and Bl of ﾖtaki 

P 1 (wet podzol) 'Neakened by hot extracti.on , 

4) The dlog k1, dlog k2 and Rf w邑re usually sim払げ in both extr丘ctìons. おut some so) Is 

expr忠告呂忠d decreases eíthεr of dlog k1 and JIDg k2 or both of th巴rn and Rf. 

The chern兤al structure of humk acid is supposed to be composed of th巴 highJy condellsed 

arornatic carbon n己1:8 and the side-ch乱in8 乱ttach己d to th己立11.， )22) ー Th邑 optkal property of Nか

humate solut卲n 1S supposed to b自 dep巴ndent on th邑 status of aromatic c乱τbon net structure. 

C叩sidering the above-mentioned results, it may safely b日 saicl that the arornatic carbon net 

structure wむuld b日 un札ffected substant�lly with the 110t dilute alkal匤e extractíon, 

The lncr巴rnents of th巴 yield of thεextracted humm1 by hot dllut巴 alka1ine 忠:x traction is 

dep邑ndent on 1:11e partial solution of humin that 1S uηe:x tractablE、 with temperate alkali日t

solution. 

Though the more abundant yield of lmrnus extracted with hot dilute alkaline 巳xiraction

than t11乱t w咜h temperate one may be convenient on the soi1s poor In extractable 11umus, the 
díff告renc問。f thεabsorptìon spectra of Na-11mnat己 solutíOl1 among th巴 soils are 位xpressed

rnor己 dearly and the possib匀ity of alte四tion of hurnic acid rnay il1crease with hot extractﾎon 

ln cornpar�Ol1 with those with temper乱伐 one， Cons禔e1'�g Ll,.ese results, the author adopted 

th記 temperate ext1'註ction fo1' the routine analysis, 

弘 The hum百s form i政 O.lM N骨pY1:ophosphate-O.l N NaOH mi克ture ext:r晶ct

8-1. Th睦 objeetive

.A number of 1'e8earchers criticiz吋 the humus extraction with alkal�e solutiol1, asserting 

th乱t it brought about an alteration of the humus. The lmrnus extractiol1 with NaF or Na 

oxalate solution in temper且t記 condítion had be巴n used by sorne au仕10rs内1'he neutral Na柔P2Ü1

solutioll has often been us邑d for the same purpose in recent tim邑s. How記V忠r， th日 yielcl of 

extracted humus with these soluti.ons is c1思註rlv 1ess than that with alkaHne solutiol1. 

Recεnt1y KONONOVA and 1おL'CHIKO'lA1引 proposed a method of hurnus extraction w1th 0.1 M 

Na.Pzﾜr-ﾛ. 1 N Na鵫 rnixture , Thcy said that: the yield of humic acid 削減 fulvic acid 巴X向

I:racted with this mixture was equival告白t to that with 0 , 1 N N呂OH solutiol1品fter decalcific呂tiOD

(lf sol1 by TYURIN'S method41l , They y邑commended it as a sirnp1ified TYURlN'S method。

The むSS.R 1'esea1'chers used to attach gr記at �mortallce to the humus comb匤ed with Ca 

(Fract�n 2) , However , as the soils, especially forest soils , in on1' country a1'e usually acidic 

and poor in Ca, t11巴 authoτwIshed to try their rnethod 011 our forest soils , 

8-2 , The analytical m思tJ:wd

Twe1ve soils of various soi1 g1'oups, including the n日u t.ml or slightly alkaline soﾍls of 

limestol1c origin, were analysed , 

"I'he ana1 ytìc乱1 procedurcs wer白 the s乱me as those described ln 2--2 with the :f:r忠告hly preｭ

pared 0.1 M Na,Y207...0 , 1 N NaOH mlxtur日 (pH value was about 13) 1泣 place of 0, 1. N NaOH 

solutioす1.

8-3. 1'he res現lt al1d di由記祖語呂io設

The resuIts wese expr日ssed in Tab!e 6 and Fig , 3, 

Compa1'ing with t11巴 whole humus C0111posﾍtﾍon express巴d i11 T、able 8 and thεabsorption 
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spectra 01' the :fract.卲rwted hmη1仁 川::lds i11. l~'ig. ，1 孔nd :'i , the folJow匤g rεsults were obt呂 ined:

。η the soi]S very rkh � exclmng，哨ble Ca aれど1 ¥vlth high pH val.ne, /¥.1 ()f Mt. lhnk� P J 

and Okinawa P 82 and A of Khbhozan P 1 of Hγn己stone origin.? 日nd 1¥1. and H, of Fukuyama 
pn~P :3 of paε1告白zoìc r()ck ()rígin , their humus composìtion 丘lld opt;.c8.1 propc[ιy of humic add 

wer世話rnHar to 1:h080 1n O. 1 おう匂，01王位xtract n_fter b日inf; d巴caldfíod with N Na2SO, solution. 

'fhose rosults agreed ¥'1'011 with those by KONO ,'iOVA alld BllL 'CHIKOVA\G) ‘ Howevel二 the yie1d of 

ﾎ1umk add and fulv� add was 1 忠告S ， dlo忍 .121 and .dJog k2 were increased alld 1ミf value w乱告

とlecre抗告ed as cornp乱red wIth tllO沈 ín 0.1 N NaOH ext.rつlct after N H"SO ,_ pret.re，ますnwn.t 0れ the自己

soils. 

Th(うちに facts ~;ug; g-e出 t that the .Fractio口 3 (strol1_f;ly c日n.1. C1nεd ¥vith 1むくん ¥n silicate form) 

¥vas unextractal:む" with O. 1.M Na,I'nO" 0.1 N N札OH rnixl ロτι

ドorest 80:1.1.8 .�.n OUT. COUηtry b合1.ng u日U2] l]γ 品 cídic and p心む 111 e文chan立正日èble Ci1, the distriｭ

but1.on of these 80113 rich 匤 C品目rld F:ractioT1. 2 .is l�itcc! and rath日了己主:ci.;'.'otiona l. hCl 札

On th日 other soHs, Aτ and ﾟ of Dお ÌTnOrl ， A). oJ Niim.ﾎ P 17 札口d P 10, B ﾜﾍ [Zinshozan P 1, 

;\~ and B, (ぜひ :aid P 1, the y�ld ()f humic 託cid ,11 lCÏ fulvic acid in 0.1 M Na4P心70.1 N NaOH 

巴xtract vl'as les8 than rhat ill 0.1 N NaO.H りètract w�hout pretrcatmen仁 But the opt�al 

p1'op己主 ty of hurnk acid i民 boi:h extお1(:.t8 v.;as sindl品工二 -r11esε S(JH3 Vlere nc:1d.ic and "(.:Joor i.n 

exch誌は蕊亡丘ble Ca. FLlrthermol'(~， t11巴 author CO.11子ìrmαd sirn~i ィH. recmlt日 on v乱r ，ìous so:i 18 belong.明

ing to thεs旦口1e type (unpub1ish記c1). 

The extraction of t11e f1'ee and aH co:mbinι:d hl.1.ll11l8 j アact:ions (Fra仁tìon 1, 2 and 3) wl!叫11

this l11i工ture <:;V?'HS ex_p巴ct日d; hü\veV，;'-er~ ln viそうw ()f thE一 abovむ..lTle:1tioncd results, the author 

a.bandoned their ex(.rac1:ﾍon w咜h th﨎 mﾎxture fOl" thc rci1.rtﾏJ.1e analys.� ()f the humus f(は ).11 f)♂ 

Olll" forest 8011. 

9. T!w determinati制1 01' Fr品ction 2 (h日搬現時叙nnbined with Ca) 

ヲ~.l. The ob;iective 

Method,'; for the determí混乱絞り11 of hnmus combi.ned with CE were pl"oposed. 30me <l uthoγ日

u日正;d NaF or N訟oxal旦te extractio及。 上IOìveγer， the yiekl ()f extraci:ed hl.1.l11l.1.s in th日以: 悶tracls

was lcss than that in O. 1.N NaOH extract aftEぅr the decalcLrication of th日 80il‘ 1、hese ext1'品C~

tions 旦re mther qu日 HtativεaτJd lns\lf:ficí日nt fo:r the qu在日tìtat1ve d己termÎl1ation of f、ractiûn 2, 

Thε01:11日l' m.配thods del:erm�ed thL, fraction by th己 dìfferel1CC' betweé"刑 the amonnts 0:( 

humus 絜 dilute NaOH extracts with O[ without decaldficatﾍon 01 soil. Sp幻NCgR3i3 )37) used. 5どb

HCI for 30 rn�. at 70〆~ 80" C, TYPRr�L N Na2S01 solution for 24 hrs ;ﾜ j丘boratory temperatur民

乳n<1 .P(、NOMAREVA3ü 0.1 N H2SO.! 101' 24 hrs at labomtory tempen;tnre for the decalc��ation ()f 

t11e soi1. 

Th巴 allthor had us日d SP.RINGER'S pretr記礼tment in. h¥8 prevﾌou8 work‘日， but he interpreted 

that it remoyedηot on ly Ca and Mg b l.1.t 旦Iso R20~ combined with humus. In his opìnion, 

eithe1' of the pr巴treatme.nt.8 after '1'を UR.lN and PONOMAREVA would b0. usefnl for the decalcificatjon 

of soil.十1e \vishεd to compare the two pretreatments, 

9~2. The analytk品l 間ethorl

Ten soils of var}ous 8011 gnmps w己re allalyseéL, 

'.l九le analyt.ical proce.dures ¥vcre the 自立1日記 as tho忠告 de ヨcrib日d �i1 :2 3 with ['ぜト.JazSO， sojutì打11

or 仏 1 N H2SOf pret1 
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ヲ…3. Th器 res睦lt 晶nd di屈喧羽呂田iOI1

The results w尼re expressed in Table 7 and Fig. 4. 

More abuudant humic add and fulvic 乱cid were obtain巴d in 0.1 N NaOH e究tract after 

O. 1 N HZS04 pretreatment than that after N NaaS04 pr巴treatment except Al of Daimon that 

was very poor in humus combined w羡h Ca and R20a (Fraction 2 al1d 3) 

The Fraction 2 was undet巴ctable after N Na2Sn( pr供向atment but an appreciable amount 

of it was found aft記r O. 11曜 日必04 pretreatment on Az and B1 of ﾖtaki P 1 and B of Kin3hozan 

P 1.. ﾖtaki P 1 belonged to the wet podzol 乱nd Kinsh�an P 1 to dark r己d 30i1. As th日y

were acidic and very poor in exchang日able C呂， the occurrence of Fraction 2 was 110t anticiｭ

pated. :Furthermore, on A1 of Oklnawa P 82 of Iime3tone origin, the yield of Fraclﾍon 2 was 

fa�ly much increased after 0‘ 1 N H2SO盛 pr巴treatment comparing w�h that after N Na2S(¥ 

pretreatment. In the author's opiniol1, the incons�tency between th♀ Ca statu3 and the y冾ld 

of Fract�n 2 after O. 1 N H2S04 pretr開tment suggested that a part of Fraction 3 (humus 

combined with R20S ln silicate forrn) was added to Fractlon 2 after this pr巴treatment.臼me

researcher3 of our country品〉叫 obtained similar r邑sult on the humlc allophane soils. 

The optical property of humic acid after both pretr巴atments was similaτon most so匀s. 

Th告 fact suggested the sim�1arity of thεoptícal property of humic add in Fraction 2 and 3 

(h-2 札口d h-3). 

Considering t11邑 above-m己ntioned re8ults, the <luthor adopted the N Na2S0. pretr開tment

for the determinat綷n of Fraction 2. 

10. The determinatioll of Fraetion 3 (h日職羽畠 combined with H20S in 邑ìlic晶te form) 

10…1. 'l'he objective 

The analytical method for Fr品ction 3 (humus cornbined with R20S Ín 日iHcate form) w乱E

proposed by TYURIN41 ) 品nd h� method was sﾎmpl凬ied by PONOMAREVAS4l. It ，y証S 8uccessively 

巴xtracted frorn th記 residue that Fraction 1 and 2 were extracted in these m邑thods. The author 

adopted the washing of the residue with 0‘ 4 N Na2S04 solution in th己 εxtrおじtion of Fraction 

1 and 2. 1n th18 case 1O-'d20% of extractabl巴 humus would remain in the residue and it would 

be 巴xtracted in the successive 0‘ 1 N NaOH extγact at the following �olation of Fractiol1 3 

as above-mel1tioned in 5 and described later in 11. Therefor記， the author had to adopt the 

separ乱t官官xtraction of Fraction 3. If th日 rεmov託1 of ﾇa and RzOg in sillcate form. combined 

w羡h humus w1th 乱立y pretreatment an<ﾍ the following extraction of Fraction 1, 2 and :3 with 

0.1 N NaOH 301utiol1 i3 possible, the y�ld of :Fract�n 3 is easlly determín記cl b)' subtracting 

the sum of .F、raction 1 and 2. 

Th日 author point記d out in his previous work11) that 1.11e amount of hunms comb匤ed with 

míll色ra13 w乳s usually little in our for忠告t soiL Some agricultur乱1 r世話巴archers contend t11at the 

amount of Fractiol1 2 was usually little in the soHs of our country, too. In the author's 

opinion, a3 above-mentioned in 2-5, the determination of the sum. of Fract�n 2 and 3 would 

be sufficient f()r the humu3 forms of our usual forest s琩L V¥Tith this in mínd, an 記xamìnation

()f the effect of various pretreatments was undert旦ken.

10-2. The analytical method 

The al1thor selected th色 following pretre且tments:

1) 0.5 N H2SO. for 24 hrs 乱t 30 oC, 2) N H2SO盛 for 24 hr8 at 30"C aねd 3) N H2SO生 for

2 hrs on a water bath. 
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1) "'0Jas f乱idoptせd by T、，'YURU;'必1) and :1) by PON町o刊袖川為為M桁，[ι山[/附i

m工乱li凶f投la以tiぬon 0ぱf F、raction 3 or誌1 七h巴 r己s弘ìdue aft阜r th巴巴xtract託ion 0ぱf Fracti初on 1 and 2唱 2) was add日d

by the author. 

Nine SOiI5 oﾎ: var旬US 50B groups were anaJysed. 

10..3. つfh骨 resu.lt 晶nd disCllS昌10鼠

The results were expressed ﾎn Table 8 and Fi必 4，

1、h位 yield of humic ac禔 and fulvic acid ¥vas slightly increased with N H2SO,l pretr記atrnent

at 80DC in compari詰on with that wγìth 0, fj N H2SO ,( pretreatment at 30CC on every 80i1. 

Comparing the humus cornpos咜ion wJtb N H2SO長 pretr問tme訂 t on a water bath w羡h that 

with N H2SO. pretreatrnent 旦t ;3(l "C, the 匤creased yield of acid solub.l日 humus (f-1a) , the 

approxim乱t日 or sllghtly decreased yi巴1<1 01' hllmk ac冝 (h…1 十 h-2十 11-8) and the decr記ased y冾ld 

of fulvk acid (f.l ートト2+f-3) were obtaÌ1脳1 O!1 a11 soils examined. However, the sum of ac禔 
solublεhurnus (f 1吋 and fulv� add (f...l+f...2.+f.3) were increased。

1n TYUR1N'S opínìon, the hnmus st討U8 in t11e soil is the cornplex of hurnic add and fulvic 

add and .ﾎi: separa.tes �.nto bot11 fracti.ons .in alka�e solution by hydrolîzation , On the bas﨎 

()f the same op匤ion 札口d the followﾌllg 荘ssumptìon that th(' combination of hum兤 acid and 

咊lvlc acid i8 part�lly d日 ompos巴d by hot N H2S01 treatment and a part of fulvic ぉ:id disｭ

solved 絜to N H230" 1:he above-rnentioned increase of add solulコle humus and the decreas君。f

fulv� add by th1s tr日atm巴nt is easi!y acc記ptable. Tb申託ddition o:f th合 hydro!yzed fract卲n ()f 

品 part 口 f hmτ1ic ac� and the N H2504 hydrolyzable carbon as d記scrib記d in 11 and 12 would help 

th記 in口巴担自在日f the sum ()f acid soluble humus (f-la) aれd th日 total fulvic acid (f町l 十 f-2 +f-3).

'1、he following 昌広encies would have an effect on the hl.lmk ac冝 by hot N H2S04 treatment: 

1) The partial decompos羡綷l1 of humk ac冝 as descr�ed lat巴r in 12‘ The ratεof decom勾

position wou!d be somewhat less than that expres，宅吋 in Table 10 as the acldity of H2SO. would 

be decr思乱sed by the soi! m絜erals. 

2) The occurrence of the hum兤 ac冝 afrεsh extractable w�h 0.1 N NaOH soJution as 

descdbed latEぅr in 11. 

3) Pre品umably the Ìl1cre品se of solubility of h 1,.lmic ac冝 1n O. 1 N NaOH solnt卲n by the 

decrea日記 of fulvic add. 

Though the yield of humic acid of every soil with hot HzSO. pretreatm記ut w昌吉 somewh乱t

less tr,an 偽証t with temperate N H2SO, P間treatmeut， the 日 lteratìo!1 of the humk acid was 

forec丘ste氏 It w品s asc号rtain収J by its opt兤al property. 

Compar匤g the effect of these thre日 Hz504 pretreatments on th日 optk 註1 pl可Jerty of hnmic 

acid, the followillg facts were coufirmed: 
1) Th邑 forms of ahsorption spectr旦 were similar届

2) .d]og kh .d!og kz and Rf hy O. fj N H2S01 品ud N HzSO長 treatment at 30"C were almost 

the sa立1日曜

めてfh日 d巴crease o:f:日îth日r of .dIog k1 乱nd Alog 112 or both of them and the incre乱se 01' Rf whh 

hotH2S04 treatment in most soi!s 1n comp丘rison ¥vith thosc with t日mperate N HaSO{ treatment. 

The hcterogenuity of the optical prop巴rty ()f humic acid with both N H2S04 treatments 

wOllld he on account of the alteration むf i:he humic add with hot N H2SO会 treatm巴nt 註s

descrihed lat忠r in 12. 

Considering the abovc^ment.í.o日ed rcsults, the author adopted N H2S04 treatment for 24 hrs 

at 30"C :f:or the determinatioll 01' Fraction 3. 
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11. The 自upp1em暗nt of the dctω蹴ination of Fractiou 3 (the effect 骨ft加減ternateìy

repeated treatment 骨f N IbSO. and 1U N NaO腹自oluthm after TYURIN4l>) 

11-1. Tl:!e objec劦ve 

1'h巴a uthor wished to examin巴 the effect of th邑 altern訓告1y repeated treatmcnt of H2''30盛

and NaOH solution 乱 fter TYfJRW41J on the determ初出:iOIl of Fract綷n 3. 

11-2命 The analytieal method 

1'woιouples of soB extraιted w咜h 0.1 N NaOH so11ヨtíon after temperate H2504 pretr開t­

ment as descr神ed in 2-4 weτe prov�ed. One of them was r叫〉回t:edly extracted with O. 1 N 

NaO日 solution after N HZS04 tre旦tm己nt for 1 hr on a water bath, and 1:he other without a11y 

HzSO受 treatm位以. '1'h記 an a1 ytical pτocedures w日re the sam記 as thωe descrilコ吋 in 2-4 but O. 1 

N NaOH-O.4 N Na2S04 mixture was used for thc washing solut綷n in thc s日condary O. 1 N 

NaOH extraction. As the 1as1 washlng 日olution of every 8011 was colorl己58 ， the e文ιraction of 

humus w託s deerned complet己居

Eight samples of various 80il groups were analysed. 

11-:3. The result and di西Cll由自ion

てfhe allalytical results were cxpressed in Table 9 and Fig. 5. 

Compafﾍllg th記 hUl11uS compositiol1 and optical prop号rty of humic acid in repeat伐10.1 N 

NaOH extract without secondary hot N H2S04 tr邑乱tment with t1108e in the fi.rst N呂OH extract, 
1:he following r♀sults were obtainεd: 

1) The yield of humk 稍� of every soil was abol日t lO~泊先，.

2) On the opt�al property of humic ac� of A2 呂nd Ih of Otaki. P 1, the d巴cre乱se of 

Alog k1. aud dlog k2 was v巴ry distinct and 主hei.r form of absor・ption spectra was fairly differcnt, 
though th己 characteristic abちorption bands of Pg type humic acid at about 615 , 570 and 450 mμ 
w巴r記 still observed. 

3) dlog k1 and dlog k2 of lowεr horﾌzon of other soils wer巴 decre託secl but their alterations 

of upper hofﾍzon did not .lndicat告旦ny certain tr巴nd，

4) The fact that L110g k1 was increased comparing with L110g ん in the secondary O. 1 N 

N乱OH extract of surfacむ horizon of 巴vcry soìl 巴xcept �aki P 1 ¥vas sp巴cific ‘ lt was never 

fOllnd by the 1¥uthor in other cases up to the pr日sent.

5) Rf \v旦s c1early decreased in 色V巴ry 8011. 

'1'h巴 above-mentioned facts suggestecl th乱t the humus w01l1d be th巴 het記rOg!ぅneoU8 mixture 

Qf polymers dificrcnt from their 801ubil�y in N司OH soluti.on and the optical property of hum� 

acicl as dcscr神ed in 5-<3. 

1'he follow匤g results wcre obtained on th色 humus composit�n and the optical prop邑rties

of humic acid il1 the secondary O. 1 N NaOH 己主tract with repe旦ted hot N H2S04 tre乱tm日nt

c�parlng w�h those wlthout H2SO壬 treatment:

りてどhe y冾ld ()f humic aci.d and iulvic acid was decreased but th巴 yi色Id of total humus 

extract 匤dud�g the N HzSOrhyclrolyzable carbon was increased in 巴V巴ry soil The d記creased

yield and the altered opt�al propertァ of 1てnmìc acid with hot N H2SO. treatment would be 

on 礼ccount of t.he partial d巴composition of humic add 註s d世scrib宮cl later in 12曙沼owever， the 

fact that the rate of decr日ase {)f h11τnÍ(乱cicl vield in th is case was less than that on th巴

hUl11uS extract as 批scribed in 12 'Nas on account of the existenc巴 of humus :fraction alteted 

to 0.1 N NaOH 己主tractable sratus with hot H ?,SOl tr巴品t111告nt， and thc 1'atεof partial decomｭ

position of humic add in th18 cas巴 was 1ess th品n in the humic acid (h-1) in 0.1 N NaO廷
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extr乱ct.ion. >1一、akíng e咜her of these aSSD口lptiOl1S 01: both of th.em. .咜 wouJd be supposeι1 that 

th巴註mount of h1.1m118 altered to O. 1 N NaOH extn1ctHbJ.e 5tat1.13 by the second品ry hot N H25(). 

tre以m日11t would be 以:antv.

2) The N H250rhydrolyzable c乱γb011 content of 日 urf乱く‘申告。U v'ms more ahul1dant th:111 

th乱 t of the lo',ver 3011 � eve1'y prdíli:ヘ

3) L110g h.l. decrを ased al1d .1ミ f 匤creased in everv so]). But the 乱II 日r品tiOl1 ()f L110g /;;2 of eve1'y 

日oîl was differeni: and i t was of 110 certaill trend. 

Co立sideríng th日正úJove<tnent.i oned results~ the autho:r (lbandoned the alt<:~:rna_tely repeat.ed 

hot 1七50. and 0田 1 N NaOH treatnwnt 101' the determ�lation of Fτactio:n 3‘ 

12. 'I'h母 effeet of t牢mperature and 品cidity of 11280, treatment 削1 humk 品dd

12~1. '1、he objective 

Th巴 results described 絜 11 :3uggest巴d tlw part僘J clec(Jlupositic，nοf hum祥 acid 乱lld the 

alterntion. ot its opticaI property w咜h 1101 1らS。生 tτearlnUlL f'rOCtう{うdìn立 ÚlJ:thcr， thc author 

wished to c僘1'h" tlw efÚ'、ct 01 te111pεratu れò and acid.ity of H250会i:reatment on the hum� acid 

as basic Jnform註tion lor thとd.eteγn:lination 01 th思 hnlllu註 fonn.

122. Th聡 amdytkal i1lethod 

Fourteen らoil日 ()j v日rimm soi.l groups wore analYlied. 

Adequate 0.]. N NaOH extract ()f m03t soils witlwut any pr巴treatmcnt and th'11: of 品 p品r1

of GoiJs with N H2S04 pretreatη J.ent ¥vere prepared by t}l� 8fJ.rnεpγocedure8 as desc:r_ibed 1n 2....2 

and 2~4， respectively. 100 ml of e以:hεxtr以~t "y，\ωs pipetted imo 2001.1.1/ E且LENMEYER flask and 

lts 丘ddit" ，\証S 乱djuちted Yi1th addingτhc~ necessa r:y "/口lllme of 1 : :; H2SO". 

The following fOI11: treatments were ex丘mînecl:

1) 00 26 N H2504 addk for 1. h1' at 1'1bo1'at.o1''1 ternperatnre , It 﨎 tﾍle same as 1.h" crdinary 

p1'ocec1ure fm the 告eparaUon of bUJ.ll.iC add dεSCI公)ed in 2~2 叩20

2) 0.5 N H2504 ad.dic fo1' overnight at ,30'"C. 

3) 以上J2504 acidic fo1' ovem�ht at 300C. 

のお HzSO" addic [or 2 h1's on a V7乱ter b日th.

1'11巴 follmving pτocedure日 for 1:11e c1eterm�ation of yield and opUc日 1 p:rcrpertjr o:f hurnic 

add were the same ES those descr�ed in 2-2ず 3 はnd 22A , 

12-.3. The result 抑制1 disc読書sioll.

>1'he r全òsults were expressed il1 Table 10. 

lu the beginnillg ()f t111s t、xamÌJmtion the above-rnenUoned four treatrnents v,ere carri日d

()ut 011 four soi1s. AJ. of: Niim.i. P 17, A1 of Fukuyama pn-P 3, A of FukuY饅ma P 7 a日d 131 of 

Ot品kì P L '1'11e author ch(汗、e Go�1s the hUlllUS fonns of which ¥1701'0 widely d凬forent as 

expn明記d 1n Tabl記 10. No clea.r r:Hfferenco was found Oll the yield and optical p1'川町~ty 01 

humi.c adc1 of 日very soÎl巴xcopt 1ヨJ of Öt辻ki P 1 w咜h 0.26 N, 0.5 N and N H250ぷ自d.dic

temper'1te 工reatrnent.s. .]、he y�el.d of humic acid Vli¥S sli.ghtly lncre呂sed anc1 its 410g /;;1 札口d

L110g 1<2 Vl巳re s1�ghtly aJ.tered by 0 , 5 N and N H'lSO. ;;ddic treatmol1ts for 24 hrs com])乳

with that by 0.26 N H2S0~ addic for :1 hr treatment. It suggcsted that. the 乱cidity of H2SO会

and the time of reaCtlOl1 slightly affected th巴 coagulation ()f humk ac�. cl f;el of some soüs組

11owever, as it8 diffor日nce ¥vas V刊cy sHght千 0 ， 26 N 11250; acldic tr科l.tmcnt fmη1Ol'e thall 1 hr 

託s descrìb巴d � 2-2-2 would bc pracl九;aily sufficient fo1' the 只巴pararion ()f huτmc 品cid frりm

hur可はs extr乱ct.
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The dec1'ease 01 1:he 30Iubi1itv in な 1 N NaOH solation and the yield of hu.mic acid, and 

1t8 a11:巴ration ()f optical property were Ob8邑rved with hot H2S04 品cidic treatm巴nt ln comparison 

with t110se with t巴mperat己 N H2SO-l acidic treatment. The degree of decrea3e and alteration 

was different in every 30i1. 

T11巴 a11 1:ho1' supplemented investigation on those pOlnts wit:h otho1' 30�1S and ho found tb巴

following facts on the humic acid wlth the h01: N H2S04 旦cidic treatment comparing with that 

with t110 t巴泊perate H2S04 addic treat:ment: 

1) 1'l1e solubility of hum� acid iな 0.1 N NaOH solution decreased 邑xcept 1:hat o:f A1 and 

13 of Niimi P 17, which seem収i to be unaffected, The hot 0.1 N NaOH solu.tion had to be 

llsed for the cornplot巴 solution of 11llmic add in 100 mt v011.11ne flask. 

2) The yield of 11umic add was decr国税d， The 1'at巴 of decrease was from 11 to 2796 , 

It was more distinct in lower so�1 th証役 that 匤 sllrface so11 0日巴ve1'y pr�i1e. 

3) Comparing t11巴 surfac忠 and lower soil, respectively , t11e solubllity and yield of humk 

ac禔 decr巴ased with the decre且sing of thei1' Rf except t11e humic acids of A2 and B1 o:f �aki 

P 1, which expressed a unique abso1'ption spectra from ot11e1' so�s. 

4) The decrease of .�log k1 and dlog kz a凶 the incr朗自己 of Rf of the 1山nic acid were 

found, but th日ir form of absorption sp日ctra expressed no de乱l' d.iff記rence with hot H2SO. 

tre乱trn自社。 Assuming t11at the optical property 01 hmnic acid would be dependent upon its 

aromatic carbon net structur巴邸主lescrib吋 in 7, it sugg己sted that hot N H2SO. お:idic tre乳t，

rrl巴nt w0111d not affect �s aromatic carbon net structure, bu工 would partially decoτnpose t11e 

sideかchains att呂ched to ﾎL 

13. Th母 de!erminaHo宜t of f-la (add 揖01也ble humus) 

13--1. The objectiv母

I口1'YURI耳、 oplnion'11 ， th巴 humic acid and fulvk acid compose 乱 complex in t11巴 soi1. Th日y

are free from mincrals，明ieal王1y combined wlth R203 or st1'ongly combined with Ca or R20g 

1n siHωte fo1'm. Th邑r巴 i8 another hll1l1US fraction , tbe 80司called acid soll1ble 11Ul1lUS (f..la) in 

th巴 soi1. Tts property is simila1' 1:0 工hat ()f the fulvic acid and it dissolves into dHute mine1'乱l

ac� as it does not compose a complex with humic 乱cid‘

The proposals fo1' the dεt巴1'mination of 紅:id soluble 11UlIlUS w巴1'e 乱s follows: 

1) 5~:石 H2So'l ext1'action. for 30 m絜. at 70~-.80oC 丘fter SPR1NGER36)371. 

2) 0.5 N H2S04 extraction fo1' 2-1 h1's at laboratory temperatuτ巴 aftor TYUR1NW • 

3) 0.1 N 1主2804 記xt1'action ior 24 hrs at laboratory temperature afte1' PONOMAREVA84J. 

4)τho author added N H2snj oxtraction fo1' 24 hrs at 30"C凶 lf Jt is possibl記， the dete1'副

mÎnatÎoIlりf acid soluble hUl11uS could b色 condllcted shnultaneollsly with t11εpretreatment fo1' 

the d巴termination of Fraction 3. 

1'he author wished to C0111p丘1'e these fou1' methods ‘ 

13-2帽 T.he ltn詰clytical method 

Twelve soils of va1'ious soil g1'oups wer記 analys巴d.

Samp1e containing about 200 mg org丘nic carbon was placed .in 200 ml ERLENMEYER f1ask 

and 100 ml of H2S01 with desi1'ed acidity was add日d， It was kcpt fo1' 24 h1'3 at 300C with 

occasionsl stirrings 01' for 30 立lÍn，乱t 75~=5"C in a watεr b乱1:h，品nd after that it 、N旦s 10ft fo1' 

ove1'nﾎght at 30oC, The fol�wing proceduT巴s werc the sam日 as thosεd巴scrib臼d in 2 --4, 
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13<:;' The :result and discussio混

The yield of ピlcid soluble humus of every soi1 lllcreased in the following order as 0.1 r可

H2SO長ぐ0.5 N H2SO.<N HぷO. at ::lO"CぐN H2S04 辻t 75 土 5"C. 1'11巴 differ巴nce of the yield 

betwe色11. O. 5 N H2SOf and N H2Sü, t記mpe:rat日日xtractíon '¥vas Uttl巴 on a11 WJils analysed. 1'11ι‘ 

differenc記 be1.w巴en 0‘ 1 N H2SO.¥ and 0.5 N Hぷ04 守xi.ractioll and that betwG日11 N H2SO妥 ex­

tractiol1s al 3(YC and 75 占 5'0(: W日間 increas巴d fairly 111uch on lllGS1. so匀s. 

COllsidering the above-r院のnûoued results. the anthor chose th巴 N H~ぢ0" extract10n for 24. 

hr缶詰t 30"(: foγt11e determín品tìon of 品dd soluble hl\lllUS，乱s 羡 was ah1e j:o b日lÌone simultamケ

ous.lv w�h deüうrmínat.1of1 of Fract綷ll 3. 

J4. 1'l1l) b品目al opﾍ:o.lo:u (lf th睦 author 011 the l:UlffiW; f.骨rm and the a:ualytic晶l

rnethod for hs determinatiul1 

14-}. On thll' h盟mus form 

The studv of soil hUlllUS has dr乱wn thc 乱ctive attention 01' どり{ricultural rese辻rchers Jn 

our coun trv since th巴巴nd of Wor1d \Naγ11. Unt�.l that time th己 studies of the (~ernLan School. 

SrMoN8õ l, Si'iUNGER36)37J and BocK6J70 , u.n t.he hnmus had infmòcd 乱n import乱n1: e:ffect on the叝 

日arly works ‘ Thc Germ.8.!l res日前chers attached im.portance to thc optí.c品 1 pr可児rty， 1.hc color 

tOllC of humus , especiaHy that O[ humiιacid. 1n the叝 basal opillio!l, thc co)o工 tonc of t11号

hUlllk acid a]t記rcd， incrcasil1g tho hl託cki討h ton邑 in the [ollowî口広 order 乱s yellow.- 吋ー己ιldìsh

brown' 巾:own→b出;küh brown with t11c progreS(3 of hurnificatio).) as cxpres日以i 匤 the folluw�.ng 

ordcr as lignin• hUlllic 3ubstancEトラbrown hum兤 acid• gray hmnﾍG add• hllm 1.n. ゴ'hey applicd 

this fUl1damental conccpt to 1:11e hU1l1 us form of various solJ groups and. d品d.ficd th己i1' charｭ

acteristic and t.hei.r mutu呂1 r0. 1丘(Íon. The charact巴risti.t:: of their 耳~'od: ShClllld be 1"xpressed �.S 

the qua1itativc gr品sp of t110. hurnus fonn. 

Th0. introdnction ()f tho stud�s of the UおSR School into OUJず count.ry w品s sincc th1" latter 

haIf of 1950. TYURIN'S wo1'k11) on th己礼na]vtical met.hod fo1' th巴伽t.ennination of humus com. 

posit�n of variou日 soil groups .1n the USSR 在日d it8 gcographic乱1 principl巴， was very st匇 nlative. 

The works ot t.he USSR School th乱t 乱ttachピd an importance 1;0 t.he hll!XlUS compo:3ition should 

be characterized 呂:3 the quantitative grasp of the humus form. 

The autho)̂'s basa! opinion 1s 乱S followiち呂九d it Is the sam巳 as that of his previous workl.1): 

Th忠臣 ff巳cts of the cnv�.ronmental faciom ou t11e gcnεtic process of foresi: soils would be 

refkctcd on the d.ifference 0:[ th巴1.[" humus form , espeda1iy the hUIllllS cOl11positiou and 1.11c 

opi:ical property of humic add. He pOﾌnted out the cone1ation between th巴 hum.¥1s fOJ.切れ'1 ， 弘 g. 

the cont在日t of 1m日ÔC ac:hi~ ratio, th日 color <(uot1忠nt and Rf f)f hUJllîc 乱dd ， ()f the varkms 

typεs of soi1 of th巴 brown forest so.i1 �1nd podzolic solJ group, r・c ，、p己ctì、i!e]YI \vh日nう i:he叝 g正月1企tic

processcs adγal1celÌ under the effect of th己 prevailíng en-~lironInent.al factcxrs , 

The main object of th0. studies O!l humus form by the Gerrll乱n and th巴 USSR. Schoo]s 

was thc various great soi1 groups. However. � the author's opini 011 , � shoukl be n日cessary

to the charact日ristic of hu!Xl1.J日 torrγ1 01τ101: only the var.�lls great soil grcmps undel 

tor世話t but also the types of soil o[ each great soH group 1n our country 、

The transitio!l of the for似合t veg日tai.ional Z0110 in our country is aぉ íollows:

Th記 γ\1an11ぺ記mperate broad四1e品V日d evergr己記n ior日st 絜 southwest Honshû , Sh�olnl and 

Ky自3h合 induding the subtropical fonγ，st in the Southwest Islands, th日 c()ol甲山口lp己rate dccicl1仁wus

:foresl í工1 llorth west 110nsh色 and southwest むf Hokk乱idõ， and the お llbboreal coniferous forest 
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in the north of Hokkald� are found in horizontal dif社:ributíon. On lTwuntaìns, the si.m�.lm 
transition to the subalpine coniferous for日st � found � accordance with their elevation ln th記

γεrtical di.strlbudon. 

すho clarific呂tlon of the eff記ct of these envirommental factors, climate, forest veget乱UOIl，

topography, etcη011 the hUl11uS form of Ollr Eor日st soi1 is the problem to which our forest 

soil r巴search日rs have to dir日ct their efforts. AlIowlng this, det旦i1ed inforl11ation on the hUl11lls 

forrn with the combination of humus composition 出ld opt�al property of humic add would 

b巴 nec告ssary， and in fact essential. 

14 2. On tl'時 analyiîc副総ethod for the d抗告rmination of humus form 

立、he author set his mind to mod�yil1g his pr邑vious mεtho仁i on the determ�atioll of humus 

form 旦ccepting the inforrnation gained up to the present t匇e. 

The KOIlO and OHI3A'S31) and KUMADA'S22) m記thod百 Lor th日 determìnation of the humus :form 

were fa叝ly prevalent in our cou且try 刷 1n the 乱uthor's opiniol1 they w己主e excellent. on th色

determ絜ation of the optical pγope1'ty 口f th記 humic ac�. Hol'iアever. h日明ras dissatisfied with 

the following points; hot: NaOH 母xtraction， the 1ack o:f: the det色rmination of the humus fraction 

strongly combined with soi.l mineI‘ als, and th色 KMn04 oxidom己try for the determination of the 

humus fractions. 

The TYURIN'S method41J was 日xcellent on the determinati.on of the humus composition. 

N記vertheless， as the d邑terminatlon of the optical property of humic acid was insuffidently 

dealt with fo1' the author's requirements, the author d巴出igned 札 newly improv巴d method with 

the combination of 1、YU及IN'S method for the d抗告rmination of th♀ humus composition and KOBO 

and On゚A's and KmﾆADA's metﾎ10ds for t110 det巴rmination ()f the opttcal property of hu目立ic add. 

目。wεver， the cons江汀lption o:f a great cleal of work and tím巴 was an obst且de to TVDRIN'S 

method，設nd th邑 cOl11bination of the optkal determinat�n of eveアy llUll1ﾎC acìd 羽ナith his metl10d 

rern乱rkably lncreased tho difficulty. The propositions of th日 modificatiol1 (simplificat綷n) of 

his method by th己 res己archcrs of hi.s country16)S;l) were on acccunt of tb忠告乱m記 r開so忠. Th邑

author wished to simplify his method, too. 
The results of the ex呂mination of tho varions methods for the determﾍnatiol1 of humus 

W巴re described 111 3 -13. 

The antho:r modified the optical d巴termination of humic ac� aft巴r K口BO and OUßA, and 

KUMA札生 as foHows: 

。 He exteロded the w在ve length region :from 700 mμto 拘o rlljι It wou1d も号 useful 10r 

the clarifIcation of the characteristic of th0 humic add ()f various soil grollps and the soil 

types , Th色 diff色rences among them w匀l be 0xpressed in the follow�g reports ‘ 

2) '1、11.記 Rf of humÌüぉ;id is exp:ress記d w咜h the absorption coefJicient at 600 mμof the 

EJ乳-humate soIution contain�g c呂1'bon 100 mg p告r lit日1'. It was t11e same as that of the author's 

P士εvious \~lorkll). 

The new method for the determination ()f hUillUS form propos巴d by the allthor w呂s

described � 2, 
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